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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, ix ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorを使用し、以下の少なくとも 1つの分野において責任と専
門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

表示テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのような GUI要素は、イ
タリック体で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、ボールド体で示しています。

GUI要素
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表示テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体

CLIコマンド内の変数は、イタリック体で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-director-docfeedback@cisco.comよりコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、毎月更新される

『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

• 新情報および変更情報, 1 ページ

新情報および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するガイドでの主な変更点の概要を示したものです。この表は、

変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するものではありません。

表 1：Cisco UCS Director、リリース 6.0 の新機能と動作変更

参照先新着情報機能

付録 C, （93ページ）Open Automationモジュールでフォー
ムを作成する際にフォームのフィール

ドを定義するために使用するフィール

ドタイプの一覧を提供します。

フォームのフィールドタイプ
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第 2 章

モジュールの管理

この章は、次の項で構成されています。

• モジュール, 3 ページ

モジュール
モジュールは、Cisco UCS Directorへの最上位の論理エントリポイントです。

モジュールには、次のコンポーネントを含めることができます。

説明コンポーネント

ワークフローを定義する際に使用できるワークフロータスク。タスク

Cisco UCS Director UIに表示されるレポート。レポートには、アクションボ
タンを含めることも含めないことも可能です。

レポート

満たされたときに何らかのアクションに関連付けできる条件。例：VMの
シャットダウン、VMの起動など。

トリガー

モジュールの作成

カスタムモジュールが機能するためには次の項目を準備する必要があります。

• AbstractCloupiaModuleを拡張するクラス。

• AbstractCloupiaModuleを拡張するモジュールクラスの OnStartメソッドをオーバーライドし
ます。

•依存 jarおよびモジュールクラスを指定する .featureファイル。

•カスタムモジュールでは、module.propertiesファイルが必須です。
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はじめる前に

Open Automation SDKバンドルのサンプルプロジェクトで FooModuleを参照してください。

手順

ステップ 1 AbstractCloupiaModuleクラスを拡張し、このクラスのすべてのカスタムコンポーネントを登録
します。

ステップ 2 依存 jarおよびモジュールクラスを指定する .featureファイルを作成します。
このファイルは、拡張子.featureで終わる必要があります。foo.featureを参考にしてください。
ベストプラクティスは、モジュール IDでこのファイルの名前を付けることです。.featureファ
イルの詳細については、モジュールのパッケージ化, （7ページ）を参照してください。

ステップ 3 libフォルダに必要なカスタム jarファイルを追加します。

ステップ 4 プロパティファイルは、モジュール jarのルートレベルでパッケージ化します。

    Cisco UCS DirectorOpen Automation の手順書、リリース 6.0
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Cisco UCS Directorは、検証用に propertiesファイルを提供します。SDKのサンプルに、パッ
ケージ化プロセスを処理するビルドファイルが用意されています。

module.propertiesファイルの内容は、module.propertiesファイルの概要, （5ペー
ジ）で説明されています。

（注）

ステップ 5 module.propertiesファイルで、moduleIDをカスタムモジュールの IDに書き換えます。

ステップ 6 Eclipse IDEパッケージエクスプローラから、build.xmlファイルを右クリックして、ANTター
ゲットビルドを実行します。これにより、モジュールの Zipファイルが生成され、プロジェクト
のベースディレクトリに保存されます。

module.properties ファイルの概要
module.propertiesファイルはプラットフォームのランタイムにモジュールを公開します。こ
のファイルは、モジュールの特定のプロパティを定義します。

サンプルの module.propertiesファイルを次に示します。

moduleID=foo
version=1.0
ucsdVersion=5.4.0.0
category=/foo
format=1.0
name=Foo Module
description=UCSD Open Automation Sample Module
contact=support@cisco.com
key=5591befd056dd39c8f5d578d39c24172

次の表で内容について説明します。

表 2：新しい Module.Properties（module.properties）

説明[名前（Name）]

モジュールの一意の識別子。このプロパティは必須です。

例：

moduleID=foo

推奨されているベストプラクティスは、この IDを
3～ 5文字の小文字の ASCIIアルファベット文字
列に限定することです。

ヒント

moduleID

モジュールの現在のバージョン。このプロパティは必須で

す。

例：

version=1.0

version
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説明[名前（Name）]

モジュールをサポートする（モジュールが最適に動作する）

ように設計された Cisco UCS Directorのバージョン。このプ
ロパティは必須です。

例：

ucsdVersion=5.4.0.0

ucsdVersion

すべてのタスクが配置されるパス（/location）。このプロパ
ティは必須です。

例：

category=/foo

categoryは、タスクが配置される場所へのフルパス
です。タスクモジュールが検証されていない場合、

パスは Open Automation Community
Tasks/Experimentalの下に設定されます。タスクモ
ジュールが検証されると、タスクはルートフォル

ダ相対で任意の場所に配置されます。たとえ

ば、/Physical Storage Tasks/fooを使用して、タスク
がこのフォルダーの下に配置されるようにできま

す。または、/Open Automation Community
Tasks/Validated/fooや /fooの下にも配置できます。
この最後のケースでは、理論上、fooという名前の
フォルダがルートレベルに存在することになりま

す。この変更により、開発者は open automationの
直下または、open automationのカテゴリの下にない
カテゴリにタスクを配置することができます。

（注）

category

このモジュールの形式のバージョン。このプロパティは必須

です。デフォルトでは、カスタムモジュールにはバージョン

1.0が設定されます。

例：

format=1.0

CiscoUCSDirectorリリース 5.0.0.0現在、「1.0」
が唯一の許容値です。

制約事項

形式

Open Automationレポート内のモジュールの識別に使用され
るわかりやすい文字列。

例：

name=Foo Module

名前
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説明[名前（Name）]

モジュールの機能に関するわかりやすいテキスト。

例：

description=UCSD Open Automation Sample Module

説明

モジュールのユーザがサポートを依頼するための電子メール

アドレス。

例：

contact=support@cisco.com

連絡先

Cisco UCS Director Open Automationグループがモジュールを
検証する目的で提供する暗号化キー。

例：

key=5591befd056dd39c8f5d578d39c24172

key

必須プロパティを変更しようとすると、更新によってモジュールが無効になります。必須プロ

パティのいずれかを変更した場合は、再度、検証を依頼する必要があります。対照的に、必須

ではない name、description、および contactの値は、再検証しなくても、変更または省略でき
ます。

（注）

モジュールのパッケージ化

モジュールには、必要なすべての依存 JARファイル、クラス、およびmodule.propertiesファ
イルが、.featureファイルとともにパッケージ化されます。.feature（発音は「ドットフィー
チャー」）ファイルは、プロジェクトのルートと同じフォルダに配置されます。このファイルに

は、このモジュールに関連付けられている JARと、依存 JARファイルへのパスが示されま
す。.featureファイルの名前は <moduleID>-module.featureです。

シスコは、Eclipseに付属している Apache ANT™の構成ツールを使用することを推奨します。別
のビルドツールを使用することも、ご自身でビルドを作成することもできますが、ANTでビルド
した場合と同じ特性のパッケージを提供する必要があります。

次の例に、.featureファイルの内容を示します。

{
jars: [ "features/feature-chargeback.jar",
"features/chargeback/activation-1.1.jar",
"features/chargeback/axis2-jaxbri-1.5.6.jar",
"features/chargeback/bcel-5.1.jar",
"features/chargeback/jalopy-1.5rc3.jar",
"features/chargeback/neethi-2.0.5.jar",
"features/chargeback/antlr-2.7.7.jar",
"features/chargeback/axis2-jaxws-1.5.6.jar",]
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features: [ "com.cloupia.feature.oabc.OABCModule" ]
}

build.xmlファイルから、ANTターゲットのビルドを実行します。これにより、必要な Zipファイ
ルが生成され、プロジェクトのベースディレクトリに保存されます（これは、サンプルプロジェ

クトをプロジェクトのベースとして使用していることを前提とします。サンプルプロジェクトを

このように使用することは推奨されませんが、このデモではベースとしています）。

モジュールがサンプルソースコードにない jarに依存している場合、jarを build.xmlファイルに
含めることで zipファイルに入れてください。

次の例は、サードパーティの JARを含むモジュールレイアウトを示しています。
feature-oabc

feature oabc.jar
oabc
lib
flex
flex-messaging-common.jar

oabc.feature

モジュール jarと.featureが zipファイルのトップレベルに置かれています。/moduleID/lib/
フォルダのパスの下にサードパーティ JARを配置します。必須ではありませんが、ベストプラク
ティスはサードパーティ jarを /moduleID/libフォルダパスの下に置いてから、その他のサブ
ディレクトリを必要に応じて追加することです。

{
jars: [ 'features/feature-oabc.jar", features/oabc/lib/flex-messaging-common.jar ],
features: [ "com.cloupia.feature.oabc.OABCModule" ]

}

jarファイルへの参照は、必ず features/で始めます。jarを .featureファイルにリストする
ときに、jarがfeatures/から始まっていることを確認してください。これにより、jarへのパス
を含めることができます。各 jarのパスは、zipファイルで使用しているパスと同じパスにする必
要があります。ベストプラクティスは、先頭にモジュール jarを置き、その後に依存性を追加し
て、モジュールが確実にロードされるようにすることです。

Cisco UCS Director でのモジュールの展開
CiscoUCSDirectorユーザインターフェイスには [オープンオートメーション（OpenAutomation）]
コントロールが用意されており、これを使用してモジュールのアップロードや管理を行うことが

できます。これらのコントロールを使用して、モジュールの Zipファイルを Cisco UCS Directorに
アップロードします。

アップロードでは、Zipファイル形式のみがサポートされます。（注）

はじめる前に

モジュールを有効化またはアクティブ化するにはCiscoUCSDirectorサービスを再起動する必要が
ありますが、そのためには shell adminアクセス権が必要です。このアクセス権は、システム管理
者から取得します。[Cisco UCS Directorシェルメニュー（Cisco UCS Director Shell Menu）]をシェ
ル管理者として使用するには、ログイン shelladminと管理者が支給するパスワードを使用して、
SSHで Cisco UCS Directorにアクセスする必要があります。Windowsシステムでの SSHアクセス

    Cisco UCS DirectorOpen Automation の手順書、リリース 6.0
8

モジュールの管理

Cisco UCS Director でのモジュールの展開



には PuTTY（http://www.putty.org/を参照）を使用し、Macではビルトインの SSHユーティリティ
を使用します。

手順

ステップ 1 CiscoUCSDirectorで、[管理（Administration）] > [オープンオートメーション（OpenAutomation）]
を選択します。

[モジュール（Modules）]表が開いて、次の列が表示されます。

説明カラム（Column）

モジュールの ID。ID

モジュールの名前。[名前（Name）]

モジュールの説明。説明

モジュールの現在のバージョン。モジュール開

発者は、モジュールのバージョンの管理方法を

決定する必要があります。

バージョン（Version）

このモジュールに最も適切なCiscoUCSDirector
のバージョンを表示します。

互換性あり（Compatible）

モジュールのテクニカルサポート担当者の連絡

先情報。

連絡先（Contact）

モジュールがアップロードされる時間。アップロード時間（Upload Time）
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説明カラム（Column）

モジュールのステータス。ステータスには、有

効、無効、アクティブ、および非アクティブが

含まれます。

ユーザは、モジュールを有効にするか、無効に

するかを制御できます。有効になっている場合

は、CiscoUCSDirectorがモジュールの初期化を
試みます。無効になっている場合は、CiscoUCS
Directorがモジュールを無視します。モジュー
ルは、CiscoUCSDirectorが例外なしでモジュー
ルを初期化できた場合にのみアクティブ状態と

して設定されます。

アクティブは、必ずしも、モジュール

内のすべてが正しく機能していること

を意味しているわけではなく、単に、

モジュールが起動したことを示してい

るに過ぎません。非アクティブは、

Cisco UCS Directorがモジュールの初
期化を試みたときに、重大なエラーが

発生して初期化ができなかったことを

意味します。非アクティブフラグの

一般的な原因：モジュールが誤った

バージョンの Javaでコンパイルされ
たか、モジュールにクラスが含まれて

いなかった。

（注）

ステータス（Status）

モジュールが検証済みかどうかを示します。検証済み（Validated）

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックして、新しいモジュールを追加します。
[モジュールを追加（Add Modules）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 モジュールの zipファイルをローカルファイルから選択し、[アップロード（Upload）]をクリッ
クしてモジュールの zipファイルをアップロードします。

ステップ 4 [モジュール（Modules）]テーブルでモジュールを選択してから、[有効（Enable）]をクリックし
て、モジュールを有効にします。

ステップ 5 Cisco UCS Directorを再起動してモジュールをアクティブにします。

ステップ 6 CiscoUCSDirectorで、[管理（Administration）] > [オープンオートメーション（OpenAutomation）]
の順に移動して、モジュールのステータスがアクティブであることを確認します。
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モジュールの非アクティブ化

モジュールを非アクティブ化するには、変更が有効になるようにCiscoUCSDirectorサービスを停
止して再起動する必要があります。

手順

ステップ 1 非アクティブ化する必要のあるモジュールを [モジュール（Modules）]テーブルで選択し、続いて
[非アクティブ化（Deactivate）]コントロールをクリックします。

ステップ 2 Cisco UCS Directorサービスを停止して再起動します。モジュールのアクティブ化の後と同じ手順
に従います。
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第 3 章

アカウントの管理

この章は、次の項で構成されています。

• アカウント, 13 ページ

• カスタムアカウントタイプの追加, 13 ページ

アカウント
Open Automationを使用して、新しいカスタムアカウントタイプを Cisco UCS Directorに追加する
ことができます。

カスタムアカウントタイプは、アカウントを新しい方法で操作可能にする新しいCiscoUCSDirector
データインフラストラクチャを提供します。たとえば、新しいアカウントタイプを使用すると、

新しい方法でCiscoUCSDirectorの管理対象要素を管理してそれに関するレポートを作成すること
ができます。

カスタムアカウントタイプの追加
アカウントタイプを追加するには、次の作業を実行します。

• com.cloupia.lib.connector.account.AbstractInfraAccountクラスを拡張します。

• AccountTypeと AccountLabelの値を定義します。

• AccountTypeEntryの必須パラメータを割り当てます。これには、setPodTypes、setAccountClass、
setAccountType、および setAccountLabelが含まれます。

•接続テストの実装を完了します。

次のコードスニペットに、新しいアカウントの詳細の指定方法を示します。

//This class is used to register a new connector into the UCSD.
AccountTypeEntry entry=new AccountTypeEntry();
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//Set implementation class for Account type
entry.setCredentialClass(FooAccount.class);

//Account Type
entry.setAccountType(FooConstants.INFRA_ACCOUNT_TYPE);

//Account Label which will be shown in UI
entry.setAccountLabel(FooConstants.INFRA_ACCOUNT_LABEL);

//Account Category like Compute, Storage, Network or Multi-Domain.
entry.setCategory(InfraAccountTypes.CAT_NETWORK);

//This is mandatory , report generation on context Level for the new account type
entry.setContextType(ReportContextRegistry.getInstance().
getContextByName(FooConstants.INFRA_ACCOUNT_TYPE).getType());

//Account class like Physical-1, Virtual-2, Network-5, Multi-domain-3
//or Other-4
entry.setAccountClass(AccountTypeEntry.PHYSICAL_ACCOUNT);

// This will be used along with the account name to show
// in the System Tasks Report.
entry.setInventoryTaskPrefix("Open Automation Inventory Task");

//Set time frequency to collect account Inventory
entry.setInventoryFrequencyInMins(15);

//Supported POD types for this connector.
entry.setPodTypes(new String[]{"FooStack"});

//To add this account type entry
PhysicalAccountTypeManager.getInstance().addNewAccountType(entry);

// This is mandatory, to test the connectivity of the new account. The
// Handler should be of type PhysicalConnectivityTestHandler.
entry.setTestConnectionHandler(new FooTestConnectionHandler());
// This is mandatory, we can implement inventory listener according to
// the account Type , collect the inventory details.
entry.setInventoryListener(new FooInventoryListener());

//This is mandatory , to show in the converged stack view
entry.setConvergedStackComponentBuilder(new DummyConvergedStackBuilder());

//This is required to show up the details of the stack view in the GUI
entry.setStackViewItemProvider(new DummyStackViewProvider());

// This is required credential.If the Credential Policy support is
// required for this Account type then this is mandatory, can implement
// credential check against the policyname.
entry.setCredentialParser(new FooAccountCredentialParser());

SDKサンプルを参照してください。実装については、
com.cloupia.feature.foo.accounts.FooAccountと
com.cloupia.feature.foo.FooModuleを参照してください。

重要
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第 4 章

アカウントインベントリの収集

この章は、次の項で構成されています。

• インベントリコレクタの概要, 15 ページ

• モジュール開発のガイドライン, 15 ページ

• アカウントタイプエントリの作成, 16 ページ

• インベントリコレクタの作成, 17 ページ

• コレクタの登録, 18 ページ

• レポートコンテキストの登録, 18 ページ

• 統合スタックビルダー, 18 ページ

インベントリコレクタの概要
コレクタフレームワークを使用して独自のインベントリコレクタを実装することで、新規デバイ

スのサポートを導入できます。新規デバイスのサポートを追加する際は、データベース内のデー

タの収集と持続性を処理するインベントリコレクタを実装する必要があります。

インベントリコレクタのフレームワークレポートを使用して、データを表示できます。これらの

レポートの詳細については、レポート, （31ページ）を参照してください。

モジュール開発のガイドライン
新しいデバイスをサポートする新モジュールを開発する場合は、以下の事柄を確認する必要があ

ります。

•これらのすべてのデバイスをサポートするモジュールが 1つだけになるように、デバイス
ファミリ用のモジュールを開発します。
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•ネットワークスイッチとストレージコントローラの両方をサポートするモジュールは開発
しないでください。代わりにそれらを 2つのモジュールに分割してください。理想的には、
1つのモジュールがコンピューティングデバイス、ネットワークデバイス、またはストレー
ジデバイスのみを処理できるように、1つのモジュールは同じカテゴリに属するデバイスの
みをサポートする必要があります。

•同じモジュールでサポートされるデバイスは類似している必要があります。

•同じデバイスでも、特別な目的に適した様々なモデルが使用されることがあります。そう
いったケースでは、異なるモジュールでサポートする方が適切な場合があります。

アカウントタイプエントリの作成
システムに新しいインベントリコレクタを登録するには、各アカウントタイプに対し

AccountTypeEntryクラスを作成する必要があります。

次のコードスニペットは、新しい AccountTypeEntryクラスの作成方法を示しています。
// This is mandatory, holds the information for device credential details
entry.setCredentialClass(FooAccount.class);

// This is mandatory, type of the Account will be shown in GUI as drill
// down box
entry.setAccountType(FooConstants.INFRA_ACCOUNT_TYPE);

// This is mandatory, label of the Account
entry.setAccountLabel(FooConstants.INFRA_ACCOUNT_LABEL);

// This is mandatory, specify the category of the account type ie.,
// Network / Storage / Compute
entry.setCategory(InfraAccountTypes.CAT_STORAGE);

//This is mandatory for setting report context for the new account type.
//Ensure that prior to this step the specified report context has been registered in
//module initialization i.e onStart method
//Refer to Registering Report Context section
entry.setContextType(ReportContextRegistry.getInstance().getContextByName(FooConstants.INFRA_ACCOUNT_TYPE).getType());

// This is mandatory, it associates the new account type with either physical or
// virtual account
entry.setAccountClass(AccountTypeEntry.PHYSICAL_ACCOUNT);

// Optional, prefix for tasks associated with this connector
entry.setInventoryTaskPrefix("Open Automation Inventory Task");

// Optional ,configurable inventory frequency in mins
entry.setInventoryFrequencyInMins(15);

// Supported POD types for this connector. The new account type will be associated
// with this pod. Note that this account type will be appended to list of account
// types defined in pod definition XML. Refer to section “Adding a Pod Type” for pod //
definition XML
entry.setPodTypes(new String[] { "FooPod" });

// This is mandatory, to test the connectivity of the new account. The
// Handler should be of type PhysicalConnectivityTestHandler. Account creation is
// is successful if this returns true.
entry.setTestConnectionHandler(new FooTestConnectionHandler());

// This is mandatory, associate inventory listener .Inventory listener will be called //
before and after inventory is done
entry.setInventoryListener(new FooInventoryListener());
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// Set device icon path
entry.setIconPath(“/app/images/icons/menu/tree/cisco_16x16.png”);

// set device vendor
entry.setVendor(“Cisco”);

// This is mandatory, in order to properly display your device in the Converged tab // of
the UI
entry.setConvergedStackComponentBuilder(new DummyConvergedStackBuilder());

// If the Credential Policy support is
// required for this Account type then this is mandatory, can implement
// credential check against the policy name.
entry.setCredentialParser(new FooAccountCredentialParser());

// This is mandatory. Register Inventory Collectors for this account type.
// Refer to section “Creating Inventory Collectors” for more detail.
ConfigItemDef item1 = entry.createInventoryRoot(“foo.inventory.root”,
FooInventoryItemHandler.class);

// Register the new account entry with the system.
PhysicalAccountTypeManager.getInstance().addNewAccountType(entry);

インベントリコレクタの作成
インベントリコレクタは、インベントリデータの収集、保持、および削除のコアタスクを実行

します。コレクタフレームワークを使用して独自のインベントリコレクタを実装することで、新

規デバイスのサポートを導入できます。新規デバイスのサポートを追加する際は、データベース

内のデータの収集と持続性を処理するインベントリコレクタを実装する必要があります。インベ

ントリ収集タスクは、各インベントリオブジェクトの収集ハンドラに組み込まれています。

インベントリ収集ハンドラ

インベントリ収集ハンドラでは、インベントリデータの収集が可能です。インベントリ収集のた

めのインベントリ収集ハンドラを登録する必要があります。これらのハンドラは

AbstractInventoryItemHandlerクラスを継承する必要があります。

次のコードスニペットでは、インベントリコレクタを登録して、特定のモデルオブジェクトの

インベントリ収集を可能にします。

ConfigItemDef item1 = entry.createInventoryRoot(“foo.inventory.root”,
FooInventoryItemHandler.class);

説明：

• foo.inventory.rootは一意の登録 IDです。

• FooInventoryItemHandler.classは、インベントリを収集し、インベントリをクリー
ンアップするメソッドを実装するハンドラクラスです。

インベントリ収集が必要な各オブジェクトに対し AbstractInventoryItemHandlerクラスの
個別の実装を登録する必要があります。詳細については、FooModule.javaおよび
FooInventoryItemHandler.javaのドキュメントを参照してください。
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インベントリリスナー

インベントリ収集の前後にコードを入力できるように、インベントリ収集の前後に呼び出される

インベントリリスナーを定義できます。この実装は、ユースケースベースです。詳細について

は、FooInventoryListener.javaクラスを参照してください。

コレクタの登録
次のようにコレクタを登録する必要があります。

PhysicalAccountTypeManager.getInstance().addNewAccountType(entry);

レポートコンテキストの登録
アカウントタイプのメインレポートコンテキストを定義し、登録する必要があります。アカウ

ントタイプのトップレベルのレポートは、このコンテキストに関連付けられます。

次のコードスニペットは、レポートコンテキストの登録方法を示しています。

ReportContextRegistry.getInstance().register(FooConstants.INFRA_ACCOUNT_TYPE,
FooConstants.INFRA_ACCOUNT_LABEL);

トップレベルのレポートでは、コンテキスト IDを解析し、クエリフィルタ条件を生成するため
のカスタムクエリビルダーを実装することが必要になる場合があります。このような場合、レ

ポート内に次のコードが必要です。

this.setQueryBuilder (new FooQueryBuilder ());

カスタムクエリビルダーを構築する方法の詳細については、FooQueryBuilder.javaクラスを参照
してください。ドリルダウンレポートの各種レポートコンテキストレベルを登録できます。詳

細については、ドリル可能なレポートの開発, （36ページ）を参照してください。

統合スタックビルダー
ユーザインターフェイス（UI）の [統合（Converged）]タブで、Cisco UCS Directorにデータセン
ター向けのデバイスの統合スタックが表示されます。新規のコネクタを開発する際、デバイスを

統合 UIで表示するには、独自の ConvergedStackComponentBuilderIf、デバイスとアイコンのマッ
ピングファイル、および表示するアイコンを指定する必要があります。

はじめる前に

サンプルコードに次のファイルがあることを確認します。

• device_icon_mapping.xml

• com.cloupia.feature.foo.inventory.DummyConvergedStackBuilder

•すべてのイメージを格納する resourcesフォルダ
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手順

ステップ 1 ConvergedStackComponentBuilderIfの実装を指定します。
抽象実装 com.cloupia.service.cIM.inframgr.reports.contextresolve.AbstractConvergedStackComponentBuilder
を拡張します。

ステップ 2 デバイスとアイコンのマッピングファイルを指定します。

この XMLファイルを使用して、ConvergedStackComponentBuilderIfで指定したデータを、UIで使
用される実際のイメージにマップします。このXMLファイルの名前は必ずdevice_icon_mapping.xml
とし、jarにパッケージ化する必要があります。

XMLファイル内の各エントリについて、DeviceTypeは ComponentBuilderのモデルと一致
し、ベンダーは ComponentBuilderのベンダーと一致する必要があります。フレームワー
クでは、デバイスを一意に識別し、使用するアイコンを特定するために、ベンダーとモデ

ルを使用します。また XMLファイル内で、IconURLの値は常に /app/uploads/openauto

で始まる必要があります。すべてのイメージはこの場所にダンプされます。

重要

ステップ 3 イメージを module.zipファイルにパッケージ化し、その zipファイルを resourcesフォルダに配置
します。

フレームワークは resourcesフォルダのすべてのイメージをコピーし、それらを uploadsフォルダ
に配置します。

Cisco UCS DirectorOpen Automation の手順書、リリース 6.0    
19

アカウントインベントリの収集

統合スタックビルダー



    Cisco UCS DirectorOpen Automation の手順書、リリース 6.0
20

アカウントインベントリの収集

統合スタックビルダー



第 5 章

ポッドの管理

この章は、次の項で構成されています。

• ポッドとポッド要素の定義, 21 ページ

• ポッドタイプの追加, 23 ページ

ポッドとポッド要素の定義
ポッドは、物理アカウントまたは仮想アカウントを保持します。また、コンピュート、ストレー

ジ、ネットワークなどのさまざまなデバイスカテゴリのサポートを提供します。OpenAutomation
モジュールを使用した新しいポッドタイプの作成に関係する段階を以下に示します。

• /<Open_Automation>/pod definitionディレクトリでポッド定義 XMLコンフィギュレーション
ファイルを作成します。ここで、<Open_Automation>はモジュールプロジェクトです。詳細
については後述します。Open Automation SDKに付属のサンプルに含まれている foo.xmlも

参照してください。

•モジュールを展開すると、ポッド定義コンフィギュレーションファイルが適切な Cisco UCS
Directorの場所にコピーされ、処理されます。

•新しいポッド定義は、モジュールが有効にされ、サービスが再起動されてから、[ポッドの追
加（Add Pod）]フォーム内の値の [タイプ（Type）]ドロップダウンリストで使用できるよ
うになります。

•必要に応じて、新しいポッドタイプをカスタマイズします。カスタマイズについては、アカ
ウントインベントリの収集, （15ページ）内の統合スタックビルダーに関する情報と SDK
のマニュアルの他の場所を参照してください。

•モジュールを削除すると、そのモジュール用に作成された新しいポッドタイプ（上記の最初
のステップを参照）が削除されます。
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ポッドタイプとポッド要素の定義：例

ポッド定義の 1行ごとの説明を以下に示します。

「pod-definition」はルート要素です。typeは、ポッドタイプを一意に識別する文字列にする必要
があります。labelは、このポッドタイプの UIに表示する内容にする必要があります。次の例で
定義されるポッドは FlexPodです。

< pod-definition type="FlexPod"label="FlexPod">

pod-definition以降に複数の pod-elementが続きます。pod-elementは、ポッドタイプに関連付けら
れたデバイスの説明です。

• categoryは、要素が属しているデバイスカテゴリを 1（コンピューティング）、2（ストレー
ジ）、または 3（ネットワーク）で指定します。

• nameは、デバイスタイプの名前です。この主な目的はわかりやすくすることです。

• countは、1つのポッド内で使用可能なこのデバイスタイプの最大数です。

• account-typesは、このデバイスタイプに関するデータを収集するすべてのアカウントタイプ
IDをカンマで区切った文字列です。

< pod-element category="1" name="Cisco UCS" code="-1"
count="1" account-types="11">

上の例は、代表的なCiscoUCSpod-elementを示しています。categoryが1のため、コンピューティ
ングカテゴリです。countが 1のため、FlexPod内に 1つの Cisco UCSしか含めることができませ
ん。Cisco UCSコレクタのアカウントタイプ IDは 11で、内部であることを意味します。（使用
可能なコレクタ IDのリストについては、リードにお問い合わせください。）
< device-model vendor="[cC]isco"version=".*"model="UCSM"/>

device-modelは、UCSDがポッド準拠チェックを実行する方法に関する詳細を指定します。vendor、
version、およびmodelの文字列がUI経由でアカウントが追加されたときに指定された値に照らし
てチェックされます。正規表現の使用が許可されているため、この例では、「cisco」と入力して
も、「Cisco」と入力しても許容されることに注意してください。

</ pod-definition >

最後に、pod-definition要素が正しく閉じられていることを確認します。

完全実例

次に、Nexusスイッチポッド定義の例を示します。

<pod-element category="3" name="NXOS" count="6" code="81" account-types="nxos">
<device-model vendor="[cC]isco" version=".*" model="Nexus[\s]*[157].*" />
</pod-element>

次に、NetAppストレージデバイスポッド定義の例を示します。

<pod-element category="2" count="2" code="77" account-types="12,14">
<device-model vendor="[nN]et[aA]pp" version=".*"

model="FAS.*|.*Cluster.*|.*OnCommand.*|.*DFM.*" />
</pod-element>
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ポッドタイプの追加
pod-definition内に複数の pod-elementがあります。pod-elementは、ポッドタイプに関連付けられ
たデバイスの説明です。

• categoryは、要素が属しているデバイスカテゴリを 1（コンピューティング）、2（ストレー
ジ）、または 3（ネットワーク）で指定します。

• nameは、デバイスタイプの名前です。この主な目的はわかりやすくすることです。

• countは、1つのポッド内で使用可能なこのデバイスタイプの最大数です。

• account-typesは、このデバイスタイプに関するデータを収集するすべてのアカウントタイプ
IDをカンマで区切った文字列です。

•以下は、代表的な Cisco UCS pod-elementを示しています。

以下は、代表的な Cisco UCS pod-elementを示しています。
< pod-element category="1" name="Cisco UCS" code="�1"
count="1" account�types="11">
Category is 1 = compute category.
Count is 1 = only one Cisco UCS in a Flex Pod. The Cisco UCS collector has an account type
ID
of 11, which means it is internal.
< device�model vendor="[cC]isco"version=".*"model="UCSM"/>

device-modelは、UCSDがポッド準拠チェックを実行する方法に関する詳細を指定します。vendor、
version、およびmodelの文字列がUI経由でアカウントが追加されたときに指定された値に照らし
てチェックされます。正規表現の使用が許可されているため、この例では、「cisco」と入力して
も、「Cisco」と入力しても許容されることに注意してください。pod-definition要素が正しく閉じ
られていることを確認します。</ pod-definition >
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第 6 章

オブジェクトの管理

この章は、次の項で構成されています。

• オブジェクトストア, 25 ページ

オブジェクトストア
オブジェクトストアは、データベースの持続化のためにシンプルな APIを提供します。データ
ベースへのオブジェクトの持続化を必要とするモジュールは、通常、オブジェクトストアAPIを
使用してすべての CRUD（作成、読み取り、更新、削除）操作を実行します。

Cisco UCS Directorでは、データベースとしてMySQLを使用します。プラットフォームランタイ
ムは、DataNucleusが提供する JavaData Object（JDO）ライブラリを利用して、オブジェクトクエ
リ表現によってすべてのSQL操作を抽象化します。これにより、データの持続性について開発の
簡素化、高速化が可能になります。オブジェクトストアのマニュアルには、JDOを使用してCRUD
操作を行う方法を示す項も用意されています。

このマニュアルで、POJO（PlainOld JavaObject）という頭字語は、他のクラスを拡張しない、
またはインターフェイスを実装しない Javaクラスを指しています。

（注）

クラスへの持続性のマーキング

データベースで持続的に存在する必要がある POJOクラスは、JDOの適切な注釈を使用して定義
し、マーキングする必要があります。次に示すクラスは、JDOの持続性を示すマーキングが付け
られています。

このクラスでは、次の点に注意してください。

• foo_netapp_filerがクラス宣言の先頭に付加されていること。

•使用するテーブルの名前を table属性で指定していること。
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• fooはモジュールの名前であること。

•持続性が必要なフィールドに @Persistentが付加されていること。

package com.cloupia.lib.cIaaS.netapp.model;

@PersistenceCapable(detachable = "true", table = “foo_netapp_filer”)
public class NetAppFiler
{

@Persistent
private String filerName;

@Persistent
private String accountName;

@Persistent
private String dcName;

}

前述のクラスには、@PersistenceCapableと @Persistentの 2つの注釈が使用されています。これ
らの持続性は JDOで定義されており、Cisco UCS Directorプラットフォームランタイムでは、持
続的なすべてのクラスがこれら 2つの注釈でマーキングされると想定しています。JDOではネス
トされたスキーマを作成でき、許可されてはいますが、CiscoUCSDirectorではフラットスキーマ
を使用しているため、モジュールにネストされたスキーマを作成することは推奨されません。

次の作業

持続性クラスはデータベースに対する CRUD操作に対応できるようになりました。

持続性クラスの公開

JDOの適切な注釈でマーキングされたクラスは公開して、プラットフォームランタイムがそのク
ラスを取得できるようにする必要があります。

手順

ステップ 1 jdo.filesという名前のファイルを、持続性クラスと同じディレクトリ（パッケージ）に作成し
ます。

ステップ 2 次の手順を実行して、クラスの名前をファイルに追加します。

例：
Linux# cat jdo.files

// Copyright (C) 2010 Cisco Inc. All rights reserved.
//
// Note: all blank lines and lines that start with // are ignored
//
// Each package that has Persistable Objects shall have a file called jdo.files
// Each line here indicates one class that represents a persistable object.
//
// Any line that starts with a + means package name is relative to current package
// If a line starts without +, then it must be complete fully qualified java class name
// (for example: com.cloupia.lib.xyz.MyClass)

+NetAppFiler
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Linux#

持続性クラスの CRUD 操作の実行
持続性クラスでデータベースに対する CRUD操作を実行できる場合、次の例に示すように、使用
可能な各種操作を行うことができます。

オブジェクトの新規インスタンスの作成

NetAppFiler filer = new NetAppFiler();
filer.setAccountName("netapp-account");
filer.setDcName("Default Datacenter");
filer.setfilerName("filer0");
filer.setIpAddress("192.168.0.1");

ObjStore store = ObjStoreHelper.getStore(NetAppFiler.class);
store.insert(filer);

オブジェクトの単一インスタンスの変更

ObjStore store = ObjStoreHelper.getStore(NetAppFiler.class);
String query = "filerName == 'filer0'";
//Use Java field names as parameter,

// can use && , || operators in the query.
store.modifySingleObject(query, filer);

データベースからのすべてのインスタンスのクエリ

ObjStore store = ObjStoreHelper.getStore(NetAppFiler.class);

List filerList = store.queryAll();

ファイラクエリを使用したインスタンスのクエリ

ObjStore store = ObjStoreHelper.getStore(NetAppFiler.class);

String query = "dcName == 'Default Datacenter'";
List filerList = store.query(query);
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第 7 章

注釈および LOV の管理

この章は、次の項で構成されています。

• 注釈, 29 ページ

• 値のリスト（LOV）, 29 ページ

注釈
注釈は、モジュール開発において最も重要な部分の 1つです。ほとんどのアーティファクトは注
釈に基づいて生成されます。これにより、開発のあらゆる作業がより簡単で便利になります。

注釈は、持続化、レポート生成、ウィザード生成、および各種タスクに使用されます。

持続化の注釈

持続性に使用される注釈の詳細については、クラスへの持続性のマーキング, （25ページ）を参
照してください。

タスクの注釈

ワークフローにタスクが含まれている場合、特定の入力を求めるプロンプトがユーザに表示され

ます。ユーザが入力を求められるのは、タスクを表すクラスのフィールドに注釈を使用してマー

キングが付けられている場合です。FormField注釈は、ユーザに表示される UI入力フィールドの
タイプ（テキストフィールドか、ドロップダウンリストか、チェックボックスかなど）を決定し

ます。詳細については、タスク, （53ページ）を参照してください。

値のリスト（LOV）
リストは、タスクに対する正しい入力値を簡単に取得できるようにユーザに対して表示される、

ドロップダウン LOV（値のリスト）を表します。既存のリストを再利用することも、タスク UI
に表示する独自のリストを作成することもできます。
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Cisco UCS Directorには、50を超える事前作成済みのリストプロバイダーが定義されており、各
モジュールでこれらを簡単に使用して、ユーザの入力を促すことができます。詳細については、

付録 A, （75ページ）を参照してください。

いずれかのリストプロバイダーの使用方法を示す例については、独自のリストプロバイダーの定

義, （30ページ）、およびタスク, （53ページ）を参照してください。

独自のリストプロバイダーの定義

独自のリストプロバイダーを定義して、そのプロバイダーをシステムに登録するようにプラット

フォームランタイムに要求できます。

リストプロバイダークラスはLOVProviderIfインターフェイスを実装し、単一メソッド getLOVs(
)の実装を提供します。次の例を参照してください。
class MyListProvider implements LOVProviderIf
{

/**
* Returns array of FormLOVPair objects. This array is what is shown
* in a dropdown list.
* A FormLOVPair object has a name and a label. While the label is shown
* to the user, the name will be used for uniqueness
*/
@Override
public FormLOVPair[] getLOVs(WizardSession session) {

// Simple case showing hard-coded list values

FormLOVPair http = new FormLOVPair("http", "HTTP");
// http is the name, HTTP is the value
FormLOVPair https = new FormLOVPair("https", "HTTPs");

FormLOVPair[] pairs = new FormLOVPair[2];
pairs[0] = http;
pairs[1] = https;
return pairs;
}
}

    Cisco UCS DirectorOpen Automation の手順書、リリース 6.0
30

注釈および LOV の管理
独自のリストプロバイダーの定義



第 8 章

レポートの管理

この章は、次の項で構成されています。

• レポート, 31 ページ

• POJOと注釈を使用したレポートの開発, 33 ページ

• 表形式レポートの開発, 35 ページ

• ドリル可能なレポートの開発, 36 ページ

• レポートの登録, 38 ページ

• 開発者メニューの有効化, 38 ページ

• レポートの場所の指定, 39 ページ

• 棒グラフレポートの開発, 41 ページ

• 折れ線グラフレポートの開発, 43 ページ

• 円グラフレポートの開発, 44 ページ

• ヒートマップレポートの開発, 45 ページ

• サマリーレポートの開発, 46 ページ

• フォームレポートの開発, 48 ページ

• レポートの改ページの管理, 49 ページ

レポート
OpenAutomationレポートは、データを表示したりデータを取得するためにアップロードされたモ
ジュールの UIで使用されます。

2種類の方法で独自のレポートを作成できます。最も簡単な方法は、PlainOld JavaObject（POJO）
と注釈を使用する手法です。さらに高度な手法としては、TabularReportGeneratorIfインターフェ
イスをプログラムによって実装する方法があります。
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POJOベースのレポートは、次のクラスを使用して開発できます。

• CloupiaEasyReportWithActions

• CloupiaEasyDrillableReport

プログラムによるレポートを開発するには、次のクラスを使用します。

• CloupiaReportWithActions

• DrillableReportWithActions

レポートを開発する際は、POJOベースの手法を使うか、プログラムによってレポートを生成する
かを決定する必要があります。また、ドリルダウンレポート（POJOとプログラムによる手法の
いずれでも可能）を含めるかどうかも決定する必要があります。

独自のレポートの作成に関するOpenAutomationのマニュアルに、表形式と表形式以外のレポート
を作成する手順が記載されています。この文脈における表形式以外のレポートには、棒グラフ、

折れ線グラフ、円グラフ、ヒートマップ、サマリーレポート、および「フォームレポート」が
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含まれます。フォームレポートは、レポートのスペース（つまり、UI内のタブ全体のスペース）
を占有するフォームです。

図 1：レポートのフロー

表形式レポートに関する情報が基本です。表形式レポートを作成するための手順が表形式以外

のレポートを作成する基礎になっています。

（注）

POJO と注釈を使用したレポートの開発
次のクラスを使用して、POJOベースのレポートを作成できます。

• CloupiaEasyReportWithActions
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• CloupiaEasyDrillableReport

レポートを作成するには、持続化のために開発された JavaDataObject（JDO）POJOを使用して、
注釈をいくつか追加します。レポートは、UIに表示できます。

手順

ステップ 1 データソース POJOに com.cloupia.service.cIM.inframgr.reports.simplified.ReportableIfインターフェ
イスを実装します。レポートに表示したくない POJOの任意のインスタンスを除去するには、
ReportableIfインターフェイスで getInstanceQueryメソッドを使用して、フレームワークで使用さ
れる述語を返します。

ステップ 2 レポートに表示する必要があるPOJOのフィールドごとに、@ReportField注釈を使用して、レポー
トに含めるフィールドとしてマーキングします。

例：
public class SampleReport implements ReportableIf{
@ReportField(label=”Name”)
@Persistent
private String name;
public void setName(String name){ this.name=name;
}
public String getName(){ return this.name;
}
@Override
public String getInstanceQuery() { return "name == '" + name+ "'";
}
}

この POJOはデータソースと呼ばれることもあります。

ステップ 3 次のクラスのいずれかを拡張します。両方のクラスは、POJOと注釈のメソッドを使用してレポー
トを作成するために使用されます。レポート名（このレポートを一意に識別する）、このレポー

トのラベル（ユーザに表示される）、およびデータソース（作成した POJO）を指定します。

• com.cloupia.service.cIM.inframgr.reports.simplified.CloupiaEasyReport WithAction

レポートするアクションを割り当てる必要がある場合は、このクラスを使用します。

• com.cloupia.service.cIM.inframgr.reports.simplified.CloupiaEasyDrillabl eReport

ドリルダウンレポートを実装する必要がある場合は、このクラスを使用します。

ReportableIfの実装

ユーザが述語を返すgetInstanceQueryメソッドを使用して、そのメソッドがレポートに表示したく
ない POJOの任意のインスタンスを除去するためにフレームワークで使用される場合、
DummySampleImplクラスは ReportableIfインターフェイスを実装します。
@PersistenceCapable(detachable = "true")
public class DummySampleImpl implements ReportableIf {
@Persistent
private String accountName;
@ReportField(label="Name")
@Persistent
private String name;
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}

CloupiaEasyReportWithActionsの拡張

CloupiaEasyReportWithActionsクラスを拡張し、レポート名（レポートを取得するために一意なも
の）、データソース（pojoクラス）、およびレポートラベル（UIに表示されるもの）を提供し
てレポートを取得します。getActions()メソッドからアクションオブジェクトを返すことによって
アクションをこのレポートに割り当てることができます。

public class DummySampleReport extends CloupiaEasyReportWithActions {
//Unique report name that use to fetch report, report label use to show in UI
and dbSource use to store data in CloupiaReport object.
private static final String name = "foo.dummy.interface.report";
private static final String label = "Dummy Interfaces"; private static final
Class dbSource =
DummySampleImpl.class;
public DummySampleReport() { super(name, label, dbSource);
}
@Override
public CloupiaReportAction[] getActions() {
// return the action objects,if you don’t have any action then simply return
null.
}
}

DummySampleReportレポートを UIの getReportセクションのモジュールクラスに登録します。

表形式レポートの開発

はじめる前に

例として、com.cloupia.feature.foo.reports.DummyVLANsReport、および
com.cloupia.feature.foo.reports.DummyVLANsReportImplを参照してください。

手順

ステップ 1 UIに表示するすべてのデータを含む TabularReportInternalModelのインスタンスを作成します。

ステップ 2 次のクラスのいずれかを拡張します。両方のクラスは、POJOと注釈のメソッドを使用してレポー
トを作成するために使用されます。

• com.cloupia.service.cIM.inframgr.reports.simplified.CloupiaEasyReport WithAction

レポートするアクションを割り当てる必要がある場合は、このクラスを使用します。

• com.cloupia.service.cIM.inframgr.reports.simplified.CloupiaEasyDrillabl eReport

ドリルダウンレポートを実装する必要がある場合は、このクラスを使用します。

ステップ 3 Tabular-ReportGeneratorIFを実装します。

ステップ 4 レポート名（このレポートを一意に識別する）、このレポートのラベル（ユーザに表示される）、

およびデータソース（作成した POJO）を指定します。

ステップ 5 データソースの実装を指定し、isEasyReport()メソッドが falseを返すことを確認します。
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表形式のレポート

DummyReportImplクラスは TabularReportGeneratorIfインターフェイスを実装しています。レポー
トに表示するデータについてより細かなコントロールが必要な場合は、このアプローチを使用し

て、TabularReportGeneratorIfインターフェイスを実装してレポートを作成します。
public class DummyReportImpl implements TabularReportGeneratorIf
{
private static Logger logger = Logger.getLogger(DummyReportImpl.class);
@Override
public TabularReport getTabularReportReport(ReportRegistryEntry reportEntry,
ReportContext context) throws Exception {
TabularReport report = new TabularReport();
// current system time is taking as report generated time, setting unique
report name and the context of report
report.setGeneratedTime(System.currentTimeMillis());
report.setReportName(reportEntry.getReportLabel());
report.setContext(context);
//TabularReportInternalModel contains all the data you want to show in report
TabularReportInternalModel model = new TabularReportInternalModel();
model.addTextColumn("Name", "Name"); model.addTextColumn("VLAN ID", "VLAN
ID"); model.addTextColumn("Group", "Assigned To Group");
model.completedHeader(); model.updateReport(report);
return report;
}
}
public class DummySampleReport extends CloupiaReportWithActions {
private static final String NAME = "foo.dummy.report"; private static final
String LABEL = "Dummy Sample";
//Returns the implementation class
@Override
public Class getImplementationClass() { return DummyReportImpl.class;
}
//Returns the report label use to display as report name in
UI
@Override
public String getReportLabel() { return LABEL;
}
//Returns unique report name to get report
@Override
public String getReportName() { return NAME;
}
//For leaf report it should returns as false
@Override
public boolean isEasyReport() { return false;
}
//For drilldown report it should return true
@Override
public boolean isLeafReport() { return true;
}
}

UIでレポートを表示するには、システムにレポートを登録します。

ドリル可能なレポートの開発
他のレポート内にネストされているレポートやドリルダウンでのみアクセス可能なレポートは、

ドリル可能なレポートと呼ばれます。ドリル可能なレポートは、表形式のレポートのみに適用で

きます。

レポートデータソースは、POJOと注釈のアプローチによって実装される必要があります。false
を返すように isLeafReport APIをオーバーライドする必要があります。レポートは
thecom.cloupia.service.cIM.inframgr.reports.simplified.CloupiaEasyDrillableReportクラスを拡張する必
要があります。レポートデータソースは TabularReportGeneratorIfインターフェイスを使用して実
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装する必要があります。レポートは

thecom.cloupia.service.cIM.inframgr.reports.simplified.DrillableReportWithA ctionsクラスを拡張する必
要があります。どちらのクラスの場合も、ユーザがベースレポートをドリルダウンすると表示さ

れるレポートのインスタンスを指定する必要があります。getDrillDownReports()メソッドが呼び出
されるたびに、同じインスタンスが返される必要があります。

com.cloupia.feature.foo.reports.DummyAccountMgmtReportの場合のように、レポートの配列を初期
化して、それらをメンバー変数として宣言する必要があります。

ドリルダウンレポートのコンテキストレベルを管理するには、以下の手順を実行します。

1 ドリルダウンコンテキスト用のレポートレジストリを追加します。詳細については、レポー

トコンテキストの登録, （66ページ）を参照してください。

例：
ReportContextRegistry.getInstance().register(FooConstants. DUMMY_CONTEXT_ONE_DRILLDOWN,
FooConstants. DUMMY_CONTEXT_ONE_ DRILLDOWN _LABEL);

2 親レポートでは、前の手順のようにレポートレジストリで定義されるドリルダウンコンテキ

スト（たとえば DUMMY_CONTEXT_ONE_ DRILLDOWN）を返すように getContextLevel()ク
ラスをオーバーライドします。

例：
@Override
public int getContextLevel() {
DynReportContext context =
ReportContextRegistry.getInstance().getContextByName(FooConstants. DUMMY_CONTEXT_ONE_
DRILLDOWN);
logger.info("Context " + context.getId() + " " + context.getType());
return context.getType();

}

3 ドリルダウン子レポートでは、レポートレジストリで定義されるドリルダウンコンテキスト

（たとえばDUMMY_CONTEXT_ONE_DRILLDOWN）を参照するようにgetMapRules()クラス
をオーバーライドします。

例：
@Override
public ContextMapRule[] getMapRules() {

DynReportContext context =
ReportContextRegistry.getInstance().getContextByName(FooConstants. DUMMY_CONTEXT_ONE_
DRILLDOWN);

ContextMapRule rule = new ContextMapRule();
rule.setContextName(context.getId());
rule.setContextType(context.getType());

ContextMapRule[] rules = new ContextMapRule[1];
rules[0] = rule;

return rules;
}
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レポートの登録
レポートを作成する最後のステップは、AbstractCloupiaModuleで開発したすべてのコンポーネン
トを登録することです。createAccountType()と getReports()を実装する必要があります。レポート
の新規インスタンスをインスタンス化して返すと、システムに登録できます。

public class FooModule extends AbstractCloupiaModule {
@Override
public CloupiaReport[] getReports() {
CloupiaReport[] reports = new
CloupiaReport[2];
}
}
reports[0] = new SampleReport(); reports[1] = new FooAccountSampleReport
();
return reports;

レポートコンテキストの登録

アカウントタイプのメインレポートコンテキストを定義し、登録する必要があります。アカウ

ントタイプのトップレベルのレポートは、このコンテキストに関連付けられます。

次のコードスニペットは、レポートコンテキストの登録方法を示しています。

ReportContextRegistry.getInstance().register(FooConstants.INFRA_ACCOUNT_TYPE,
FooConstants.INFRA_ACCOUNT_LABEL);

トップレベルのレポートでは、コンテキスト IDを解析し、クエリフィルタ条件を生成するため
のカスタムクエリビルダーを実装することが必要になる場合があります。このような場合、レ

ポート内に次のコードが必要です。

this.setQueryBuilder (new FooQueryBuilder ());

カスタムクエリビルダーを構築する方法の詳細については、FooQueryBuilder.javaクラスを参照
してください。ドリルダウンレポートの各種レポートコンテキストレベルを登録できます。詳

細については、ドリル可能なレポートの開発, （36ページ）を参照してください。

開発者メニューの有効化

手順

ステップ 1 Cisco UCS Directorで右上にあるログイン名をクリックします。

ステップ 2 [ユーザ情報（User Information）]ダイアログボックスで、[詳細設定（Advanced）]タブをクリッ
クします。

ステップ 3 [[開発者]メニューの有効化(このセッション)（Enable Developer Menu (for this session)）]チェック
ボックスをオンにして、[ユーザ情報（User Information）]ダイアログボックスを閉じます。セッ
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ション中に開いたレポートビューで [レポートメタデータ（Report Metadata）]オプションが使用
可能になります。

ステップ 4 レポートを表示したい場所にある表形式レポートに移動して、[レポートメタデータ（Report
Metadata）]をクリックし、[情報（Information）]ウィンドウを表示します。このウィンドウの上
部にある [レポートコンテキスト（Report Context）]セクションを確認します。

ステップ 5 uiMenuTagに割り当てられた整数値を探します。

ステップ 6 uiMenuTagはレポートの getMenuIDが返すべき内容を示します。

ステップ 7 typeに割り当てられた値を探します。タイプには、コンテキストマップルールを構築する必要が
ある UIメニューのロケーション IDが提示されており、レポートの getMapRulesが返すべき内容
が示されています。

ステップ 8 レポートのメタデータからコンテキストマップを作成するのに必要なコンテキストマップルー

ルを取得します。最初の列にレポートコンテキストのタイプが示され、2つ目の列にレポートコ
ンテキストの名前が示されます。typeがわかっていれば、名前を見つけることができます。たと
えば、0は「global」に対応します。両方の情報（コンテキスト名とコンテキストタイプ）がわ
かっていれば、コンテキストマップルールを作成できます。

ステップ 9 次のサンプルコードと同様の詳細情報を使用してコンテキストマップルールを開始します。
ContextMapRule rule = new ContextMapRule(); rule.setContextName("global");
rule.setContextType(0);
ContextMapRule[] rules = new ContextMapRule[1]; rules[0] = rule;

このサンプルでは、引数なしコンストラクタが使用されています。他のコンストラクタ

は使用しないでください。この場合は、引数なしコンストラクタが適切であり、これら

の値は明示的に設定します。

（注）

レポートの場所の指定
ユーザインターフェイスにレポートを表示する正確な場所を指定するには、次の 2種類の情報を
入力する必要があります。

• UIメニューの場所の ID

•場所のレポートコンテキストに対応するコンテキストマップルール

これらの情報を収集するには、Cisco UCS Directorに付属のメタデータを使用して開始します。メ
タデータには、レポートを表示したい場所に最も近いレポートのデータが含まれており、このデー

タを使用して必要なレポート指定を作成できます。

手順

ステップ 1 セッション用の開発者メニューを有効にします。

a) Cisco UCS Directorで右上にあるログイン名をクリックします。
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b) [ユーザ情報（User Information）]ダイアログボックスで、[詳細設定（Advanced）]タブをク
リックします。

c) [[開発者]メニューの有効化(このセッション)（Enable Developer Menu (for this session)）]チェッ
クボックスをオンにして、[ユーザ情報（User Information）]ダイアログボックスを閉じます。
セッション中に開いたレポートビューで [レポートメタデータ（ReportMetadata）]オプション
が使用可能になります。

ステップ 2 レポートを表示したい場所にある表形式レポートに移動して、[レポートメタデータ（Report
Metadata）]をクリックし、[情報（Information）]ウィンドウを表示します。このウィンドウの上
部にある [レポートコンテキスト（Report Context）]セクションを確認します。

a) uiMenuTagに割り当てられた整数値を探します。
uiMenuTagはレポートの getMenuIDが返すべき内容を示します。

MenuIDのデフォルトの値は次のとおりです。

• [物理（Physical）] -> [ストレージ（Storage）] -> [LHメニューツリープロバイダー（Menu
Tree Provider）]は 51です。

• [物理（Physical）] -> [コンピューティング（Compute）] -> [LHメニューツリープロバイ
ダー（Menu Tree Provider）]は 50です。

• [物理（Physical）] -> [ネットワーク（Network）] -> [LHメニューツリープロバイダー（Menu
Tree Provider）]は 52です。

b) typeに割り当てられた値を探します。
typeは、コンテキストマップルールの作成に必要な最初の情報を示します。次に、その情報
からレポートの getMapRulesが返す内容がわかります。

ステップ 3 reportContexts.htmlファイルから、コンテキストマップの作成に必要な2つ目の情報を取得しま
す。付録 B, （79ページ）の資料を参照してください。
reportContexts.htmlファイルには、システムに登録されているすべてのレポートコンテキストが

含まれています。最初の列にレポートコンテキストの typeが示され、2つ目の列にレポートコン
テキストのnameが示されます。typeがわかっていれば、名前を見つけることができます。たとえ
ば、0は「global」に対応します。
両方の情報（コンテキスト名とコンテキストタイプ）がわかっていれば、コンテキストマップ

ルールを作成できます。

ステップ 4 次のサンプルコードと同様の詳細情報を使用してコンテキストマップルールをインスタンス化

します。

例：
ContextMapRule rule = new ContextMapRule();
rule.setContextName("global");
rule.setContextType(0);

ContextMapRule[] rules = new ContextMapRule[1];
rules[0] = rule;
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このサンプルでは、引数なしコンストラクタが使用されていることに注意してください。他のコ

ンストラクタは使用しないでください。この場合は、引数なしコンストラクタが適切であり、こ

れらの値は明示的に設定します。

レポート指定コードでこれらの新しい値が適切に設定されているか、または、これらの値を返す

メソッドがオーバーライドされていれば、想定した場所にレポートを表示できるようになります。

すべての新しいレポートのサンプルが [物理（Physical）] > [ネットワーク（Network）] >
[DummyAccount]タブに表示されます。いずれかの行をドリルダウンすれば、レポートが見つ
かります。

ヒント

棒グラフレポートの開発
OpenAutomationを使用して、棒グラフなどの表形式以外のレポートを作成することができます。
棒グラフの作成は単純な表形式レポートの作成と同様であり、同じ基本手順に従う必要がありま

す。棒グラフレポートの場合は、データはソースクラスによって提供することができます。

getSnapshotReportメソッドをオーバーライドし、データソースを提供します。対応する値を返す
ように getReportTypeおよび getReportHint APIsをオーバーライドする必要があります。

手順

ステップ 1 次に示す例に従って、CloupiaNonTabularReportを拡張します。

例：
public class BarChartReport extends CloupiaNonTabularReport {

private static final string NAME = "foo.dummy.bar.chart.report";
private static final string LABEL = "Dummy Bar Chart";

ステップ 2 getReportType()と getReportHint()をオーバーライドします。次のコードスニペットを参照してく
ださい。

例：

@Override
public int getReportType()
{

return ReportDefinition.REPORT_TYPE_SNAPSHOT;
}

@Override
public int getReportHint()
{

return ReportDefiniton.REPORT_HINT_BARCHART;
}

ステップ 3 次のコードで示す例に従って独自の棒グラフを実装します。
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例：

public class BarChartReportImpl implements SnapshotReportGeneratorIf {

private final int NUM_BARS = 2;
private final String BAR_1 = "bar1";
private final String BAR_2 = "bar2";

ステップ 4 棒グラフを作成してカテゴリに登録するには、このセクションのコードで示す例に従います。

例：

ReportNameValuePair[] rnv1 = new ReportNameValuePair [NUM_BARS];
rnv1[0] = new ReportNameValuePair(BAR_1, 5);
rnv1[1] = new ReportNameValuePair(BAR_2, 10);

SnapshotReportCategory cat1 = new SnapshotReportCategory();
cat1.setCategoryName("cat1");
cat1.setNameValuePairs(rnvr1);

棒グラフ

public class SampleBarChartReportImpl implements SnapshotReportGeneratorIf {
//In this example , defines the number of bars should be in chart as bar1 nd
bar2 like shown in above snapshot
private final int NUM_BARS = 2; private final String BAR_1 = "bar1"; private
final String BAR_2 = "bar2";
@Override
public SnapshotReport getSnapshotReport(ReportRegistryEntry reportEntry,
ReportContext context) throws Exception
{
SnapshotReport report = new SnapshotReport(); report.setContext(context);
report.setReportName(reportEntry.getReportLabel());
report.setNumericalData(true); report.setValueAxisName("Value Axis Name");
report.setPrecision(0);
chart
// setting the report name value pair for the bar
ReportNameValuePair[] rnv1 = new
ReportNameValuePair[NUM_BARS];
rnv1[0] = new ReportNameValuePair(BAR_1, 5); rnv1[1] = new
ReportNameValuePair(BAR_2, 10);
// setting category of report SnapshotReportCategory cat1 = new
SnapshotReportCategory();
cat1.setCategoryName("cat1"); cat1.setNameValuePairs(rnv1);
});
report.setCategories(new SnapshotReportCategory[] { cat1
return report;
}
}
The Report class extends CloupiaNonTabularReport to override the
getReportType() and getReportType() methods to make the report as bar chart.
public class SampleBarChartReport extends CloupiaNonTabularReport
{
private static final String NAME = "foo.dummy.bar.chart.report"; private
static final String LABEL = "Dummy Bar Chart";
// returns the implementation class
@Override
public Class getImplementationClass() { return SampleBarChartReportImpl.class;
}
//The below two methiods are very important to shown as Bar cahrt in the GUI.
//This method returns the report type for bar chart shown below.
@Override
public int getReportType() {
return ReportDefinition.REPORT_TYPE_SNAPSHOT;
}
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//This method returns the report hint for bar chart shown below
@Override
public int getReportHint()
{
return ReportDefinition.REPORT_HINT_BARCHART;
}
//bar charts will be display in summary if it returns true
@Override
public boolean showInSummary()
{
return true;
}
}

折れ線グラフレポートの開発
OpenAutomationを使用して、折れ線グラフなどの表形式以外のレポートを作成することができま
す。折れ線グラフは、傾向レポートです。HistoricalDataSeriesクラスは、DataSample配列が特定の
期間（fromTime、toTime）内の値のセットである履歴情報を提供します。

折れ線グラフの作成は、単純な表形式レポートの作成と同様であり、同じ基本手順に従う必要が

あります。

手順

ステップ 1 CloupiaNonTabularReportを拡張します。getReportTypeをオーバーライドして、
REPORT_TYPE_HISTORICALを返します。

ステップ 2 HistoricalReportGeneratorIfを実装します。折れ線グラフレポートの場合は、データはソースクラ
スによって提供することができます。
public class SampleLineChartReportImpl implements HistoricalReportGeneratorIf
{
@Override
public HistoricalReport generateReport(ReportRegistryEntry reportEntry,
ReportContext repContext,String durationName, long fromTime, long toTime)
throws Exception {
HistoricalReport report = new HistoricalReport();
report.setContext(repContext); report.setFromTime(fromTime);
report.setToTime(toTime); report.setDurationName(durationName);
report.setReportName(reportEntry.getReportLabel());
int numLines = 1; HistoricalDataSeries[] hdsList = new
HistoricalDataSeries[numLines];
HistoricalDataSeries line1 = new HistoricalDataSeries();
line1.setParamLabel("param1");
line1.setPrecision(0);
// createDataset1() this method use to create dataset. DataSample[] dataset1 =
createDataset1(fromTime, toTime); line1.setValues(dataset1);
hdsList[0] = line1; report.setSeries(hdsList); return report;
}
//implementation for method createDataset1()
private DataSample[] createDataset1(long start, long end) { long interval =
(end � start) / 5;
long timestamp = start; double yValue = 1.0;
DataSample[] dataset = new DataSample[5]; for (int i=0; i<dataset.length; i++)
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{
DataSample data = new DataSample(); data.setTimestamp(timestamp);
data.setAvg(yValue);
timestamp += interval; yValue += 5.0;
dataset[i] = data;
}
return dataset;
}
}

折れ線グラフレポートは CloupiaNonTabularReportクラスを拡張し、getReportType()メソッドを
オーバーライドします。

public class SampleLineChartReport extends CloupiaNonTabularReport {
// report name and report label is defined. private static final String NAME =
"foo.dummy.line.chart.report";
private static final String LABEL = "Dummy Line Chart";
//Returns implementation class
@Override
public Class getImplementationClass() { return
SampleLineChartReportImpl.class;
}
//This method returns report type as shown below
@Override
public int getReportType() {
return ReportDefinition.REPORT_TYPE_HISTORICAL;
}
}

円グラフレポートの開発
OpenAutomationを使用して、円グラフなどの表形式以外のレポートを作成することができます。
一般的に、単一のOpenAutomation円グラフでは複数のカテゴリの処理に対応できません。ここで
示す手順とサンプルコードは 1つのカテゴリのみからなる円グラフの作成を意図していることに
注意してください。円グラフ用に生成されるデータセット（後述）は、5つのスライスを表しま
す。それぞれのスライスの値は (i+1) * 5として指定されます。

円グラフの作成は、単純な表形式レポートの作成と同様であり、同じ基本手順に従う必要があり

ます。

一般的に、単一の Open Automation円グラフでは複数のカテゴリの処理に対応できません。こ
こに示す手順とサンプルコードは 1つのカテゴリと 5つのスライスからなる円グラフを作成
します。

（注）
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手順

ステップ 1 CloupiaNonTabularReportを拡張します。

例：

ステップ 2 getReportType()をオーバーライドして REPORT_TYPE_SNAPSHOTを返します。
ステップ 3 getReportHint()をオーバーライドして REPORT_HINT_PIECHARTを返します。

public class SamplePieChartReport extends CloupiaNonTabularReport
{
//Returns implementation class
@Override
public Class getImplementationClass() { return SamplePieChartReportImpl.class;
}
//Returns report type for pie chart as shown below
@Override
public int getReportType() {
return ReportDefinition.REPORT_TYPE_SNAPSHOT;
}
//Returns report hint for pie chart as shown below
@Override
public int getReportHint()
{
return ReportDefinition.REPORT_HINT_PIECHART;
}
}

public class SamplePieChartReportImpl implements SnapshotReportGeneratorIf {
@Override
public SnapshotReport getSnapshotReport(ReportRegistryEntry reportEntry,
ReportContext context) throws Exception { SnapshotReport report = new
SnapshotReport(); report.setContext(context);
report.setReportName(reportEntry.getReportLabel());
report.setNumericalData(true); report.setDisplayAsPie(true);
report.setPrecision(0);
//creation of report name value pair goes ReportNameValuePair[] rnv = new
ReportNameValuePair[5]; for (int i = 0; i < rnv.length; i++)
{
(i+1) * 5);
}
rnv[i] = new ReportNameValuePair("category" + i,
//setting of report category goes SnapshotReportCategory cat = new
SnapshotReportCategory();
cat.setCategoryName(""); cat.setNameValuePairs(rnv);
report.setCategories(new SnapshotReportCategory[] { cat
});
return report;
}
}

ヒートマップレポートの開発
ヒートマップは、値をサイズや色で表したセルまたは領域を使用してデータを表現します。単純

なヒートマップは情報の瞬間的概要表示を可能にします。

ここで示す手順は、3つのセクションからなるヒートマップレポートの作成方法を示します。3
つのセクションのそれぞれが 4つの等しい「子」セクションに分割されます。ここでは、iが最
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大25のサイズを設定します。開発者は、ここに示すアプローチを拡張することにより、セクショ
ンをさらに分割することができます。

ヒートマップレポートの作成は、単純な表形式レポートの作成と同様であり、同じ基本手順に従

う必要があります。ただし、いくつかの重要な違いがあります。ヒートマップを作成するには、

次の手順を実行する必要があります。

手順

ステップ 1 次に示す例に従って、CloupiaNonTabularReportを拡張します。

例：
public class BarChartReport extends CloupiaNonTabularReport {

private static final string NAME = "foo.dummy.heatmap.report";
private static final string LABEL = "Dummy Heatmap Chart";

ステップ 2 3つのセクションからなり、それぞれのセクションがさらに 4つのセクションに分割されたヒー
トマップを作成するには、次のコードで示す例に従います。

例：

for (int i=0; i<3; i++) {
String parentName = "parent" + i;
HeatMapCell root = new HeatMapCell();
root.set.Label(parentName);
root.setUnUsedChildSize(0.0);

//create child cells within parent cell
HeatMapCell[] childCells = new HeatMapCell[4];
for (int j=0; j<4; j++) {
HeatMapCell child = new HeatMapCell();
child.setLabel(parentName + "child" + j);
child.stValue((j+1)*25); //sets color, the color used
//for each section is relative, there is a scale in the UI
child.setSize(25); //sets weight
childCells[j] = child;

}
root.setChildCells(childCells);
cells.add(root);

}

正常に動作するヒートマップコードの他の例については、

com.cloupia.feature.foo.heatmap.DummyHeatmapReportと
com.cloupia.feature.foo.heatmap.DummyHeatmapReportImplを参照してください。

サマリーレポートの開発
Open Automationを使用して、独自のサマリーレポートを作成することができます。サマリーレ
ポートは、表形式以外のレポートと考えられます。これはサマリーレポートという 1つの機能で
すが、このレポートをサマリーパネルに表示するかどうかを指定できます。
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サマリーレポートの作成は、単純な表形式レポートの作成と同様であり、同じ基本手順に従う必

要があります。ただし、いくつかの重要な違いがあります。サマリーレポートを作成するには、

次の手順を実行する必要があります。

はじめる前に

手順

ステップ 1 CloupiaNonTabularReportを拡張するには、ここに示す例に従ってください。

例：
public class DummySummaryReport extends CloupiaNonTabularReport {

private static final string NAME = "foo.dummy.summary.report";
private static final string LABEL = "Dummy Summary";

ステップ 2 このコードスニペットを使用して、getReportType()と getReportHint()をオーバーライドします。

例：

@Override
public int getReportType()
{

return ReportDefinition.REPORT._TYPE_SUMMARY;
}

/**
* @return report hint
*/
@Override
public int getReportHint()
{

return ReportDefiniton.REPORT_HINT_VERTICAL_TABLE_WITH_GRAPHS;
}

ステップ 3 データの分類方法を定義します。

例：

model.addText("table one key one", "table one property one", DUMMY_TABLE_ONE);
model.addText("table one key two", "table one property two", DUMMY_TABLE_ONE);

model.addText("table two key one", "table two property one", DUMMY_TABLE_TWO);
model.addText("table two key two", "table two property two", DUMMY_TABLE_TWO);

ステップ 4 オプション：サマリーパネルにグラフやチャートを表示するには、ここに示すコード例に従って

ください。

サマリーパネルにチャートを表示する場合は、サマリーチャートレポートでこのコードを使用

します。既定では、このパネルにレポートは表示されません。詳細については、棒グラフのトピッ

クを参照してください。

例：

//NOTE: If you want this chart to show up in a summary report, you need
//to make sure that this is set to true; by default it is false.
@Override
public boolan showInSummary()
{
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return true;
}

正常に動作するサマリーレポートコードの他の例については、

com.cloupia.feature.foo.summary.DummySummaryReportと
com.cloupia.feature.foo.summary.DummySummaryReportImplを参照してください。

フォームレポートの開発
OpenAutomationフォームフレームワークを使用して、レポートのスペースを占有するフォームを
作成できます。UI内のタブ全体のスペース（通常はレポート用に予約されている）を使い切るこ
のようなフォームレポートは「コンフィギュレーションフォーム」と呼ばれています。フォーム

レポートは表形式以外のレポートと考えられます。開発者にとって、フォームレポートはレポー

トアクションと似ています。

フォームレポートの作成は、単純な表形式レポートの作成と同様であり、同じ基本手順に従う必

要があります。ただし、いくつかの重要な違いがあります。

手順

ステップ 1 CloupiaNonTabularReportを拡張するには、ここに示す例に従ってください。

例：
public class DummyFormReport extends CloupiaNonTabularReport {

private static final string NAME = "foo.dummy.form.chart.report";
private static final string LABEL = "Dummy Form Report";

ステップ 2 このコードスニペットを参照しながら getReportTypeと isManagementReportをセットアップしま
す。

isManagementReportでは必ず trueを返します。falseを返すと、UIにフォームが表示されません。

例：

@Override
public int getReportType()
{

return ReportDefinition.REPORT_TYPE_CONFIG_FORM;
}

@Override
public boolean isManagementReport()
{

return true;
}

ステップ 3 CloupiaPageActionクラスを拡張して、フォームレイアウトをトリガーするアクションを定義し
ます。

フォームレポートの場合は、レポート実装クラスが他のレポート実装と異なります。
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例：

@override
public void definePage(Page page, ReportContext context) {
//This is where you define the layout of your action.
//The easiest way to do this is to use this "bind" method.
//Since I already have my form object, I just need to provide
//a unique ID and the POJO itself. The framework will handle all the other details.
page.bind(formId, DummyFormReportObject.class);
//A common request is to hide the submit button which normally comes for free with
//any form. In this particular case, because this form will show as a report,
//I would like to hide the submit button,
// which is what this line demonstrates
page.setSubmitButton("");

}

ユーザがUIで [送信（Submit）]ボタンをクリックすると、メソッド validatePageDate（次のステッ
プを参照）が呼び出されます。

ステップ 4 このコード例で示すように validatePageDateをセットアップします。

例：

@Override
public int validatePageData(Page page, report Context context,
WizardSession session) throws exception {
return PageIf.STATUS_OK;

}

正常に動作するフォームレポートコードの他の例については、以下を参照してください。

• com.cloupia.feature.foo.formReport.DummyFormReport

• com.cloupia.feature.foo.formReport.DummyFormReportAction

• com.cloupia.feature.foo.formReport.DummyFormReportObject.

レポートの改ページの管理
Cisco UCS Directorは、前後の矢印リンクを使用して、複数のページにまたがって分割されたデー
タを管理するための CloupiaReportWithActionsおよび PaginatedReportHandlerクラスを提供してい
ます。

改ページ表形式のレポートを実装するには、次の 3つのクラスを実装します。

• CloupiaReportWithActionsを拡張するレポートクラス

•テーブルに表示するデータを提供するソースソースクラス

•改ページレポートハンドラクラス

Cisco UCS DirectorOpen Automation の手順書、リリース 6.0    
49

レポートの管理

レポートの改ページの管理



手順

ステップ 1 レポートファイルに CloupiaReportWithActions.javaを拡張し、getPaginationModelClassおよび
getPaginationProviderメソッドをオーバーライドします。
//Tabular Report Source class which provides data for the table
@Override
public Class getPaginationModelClass() { return DummyAccount.class;
}
//New java file to be implemented for handling the pagination support.
@Override
public Class getPaginationProvider() { return FooAccountReportHandler.class;
}
Override the return type of the isPaginated method as true.
@Override
public boolean isPaginated() { return true;
}

ステップ 2 getReportHintメソッドの戻りタイプを ReportDefinition REPORT_HINT_PAGINATED_TABLEとし
てオーバーライドし、改ページレポートを取得します。
@Override
public int getReportHint(){
return ReportDefinition.REPORT_HINT_PAGINATED_TABLE;
}

ステップ 3 FooAccountReportHandlerハンドラに PaginatedReportHandler.javaを拡張し、appendContextSubQuery
メソッドをオーバーライドします。

• Reportcontextを使用して、コンテキスト IDを取得します。

• ReportRegistryEntryを使用して、レポートの管理列を取得します。

• QueryBuilderを使用して、クエリを形成します。

@Override
public Query appendContextSubQuery(ReportRegistryEntry
entry,TabularReportMetadata md, ReportContext rc, Query query)
{
logger.info("entry.isPaginated():::::"+entry.isPaginated())
;
String contextID = rc.getId();
if (contextID != null && !contextID.isEmpty()) { String str[] =
contextID.split(";"); String accountName = str[0];
logger.info("paginated context ID = " + contextID); int mgmtColIndex =
entry.getManagementColumnIndex(); logger.info("mgmtColIndex :: " +
mgmtColIndex); ColumnDefinition[] colDefs = md.getColumns(); ColumnDefinition
mgmtCol = colDefs[mgmtColIndex]; String colId = mgmtCol.getColumnId();
logger.info("colId :: " + colId);
//sub query builder builds the context id sub query (e.g. id = 'xyz')
QueryBuilder sqb = new QueryBuilder();
//sqb.putParam()
sqb.putParam(colId).eq(accountName);
//qb ands sub query with actual query (e.g. (id = 'xyz') AND ((vmID = 36) AND
//(vdc = 'someVDC')))
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if (query == null) {
//if query is null and the id field has actual value, we only want to return
//columnName = value of id
Query q = sqb.get();
return q;
} else {
QueryBuilder qb = new QueryBuilder(); qb.and(query, sqb.get());
return qb.get();
}
} else {
return query;
}
}

列インデックスを使用したレポートのクエリ

手順

ステップ 1 FooAccountReportHandlerハンドラに PaginatedReportHandler.javaを拡張します。

ステップ 2 appendContextSubQueryメソッドをオーバーライドします。
@Override
public Query appendContextSubQuery(ReportRegistryEntry entry,
TabularReportMetadata md, ReportContext rc, Query query)
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第 9 章

タスクの管理

この章は、次の項で構成されています。

• タスク, 53 ページ

• TaskConfigIfの開発, 54 ページ

• 抽象タスクの開発, 56 ページ

• スケジュールタスクについて, 57 ページ

• カスタムワークフローの入力の登録, 57 ページ

• カスタムタスクの出力の登録, 58 ページ

• 他のタスクの入力として使用するカスタム出力, 58 ページ

• 入力として使用する既存のタスクの出力, 59 ページ

• カスタムタスクが存在することの確認, 60 ページ

タスク
ワークフロータスクは、Cisco UCS Directorが保持するタスクライブラリへの提供に必要なアー
ティファクトを提供します。タスクは、ワークフロー定義で使用できます。

タスクには少なくとも次のクラスが必要です。

• TaskConfigIfインターフェイスを実装するクラス。

• AbstractTaskクラスのメソッドを拡張および実装するクラス。

TaskConfigIf

このインターフェイスを実装するクラスが、タスクの入力になります。つまり、タスクの実行の

ために入力を受け入れる必要のあるタスクは、TaskConfigIfを実装するクラスに依存することに
なります。このインターフェイスを実装するクラスには、ユーザにプロンプトを表示するための、

適切に注釈を付けたすべての入力フィールド定義も含める必要があります。このクラスには、プ
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ラットフォームランタイムがデータベースでこのオブジェクトの持続性を維持できるようにする

JDO注釈も必要です。

サンプルコードに、サンプルの Configクラスを示しています。

AbstractTask

タスクの実装は AbstractTask抽象クラスを拡張し、すべての抽象メソッドに対する実装を提供す
る必要があります。これは、タスクに関連するすべてのビジネスロジックを処理するメインクラ

スです。ビジネスロジックの実装が記述されるこのクラスで最も重要なメソッドは、

executeCustomAction( )です。その他のメソッドは、プラットフォームランタイムでタスクをオー
ケストレーションデザイナツリーに表示したり、ワークフロー内でタスクのドラッグアンドド

ロップを可能にしたりするための十分なコンテキストを提供します。

TaskConfigIf の開発
タスクを開発するには、最初に TaskConfigIfを実装する必要があります。タスク設定インター
フェイスの設定プロセス中、タスクの実行に必要なデータを決定します。

次の例では、EnableSNMPConfigが TaskConfigIfの開発プロセスの詳細情報を公開しています。
Enable SNMPタスクは、Cisco Nexusデバイスで SNMPを有効にするように設計されています。

処理を進めるには、Nexusデバイスの IPアドレス、ログイン、パスワードが必要です。

EnableSNMPConfigの先頭に注釈が付いています。
@PersistenceCapable(detachable= "true", table = "foo_enable_snmp_config")
public class EnableSNMPConfig implements TaskConfigIf
{

PersistenceCapableの注釈には、モジュール IDのプレフィックスが付いたテーブル名を指定する
必要があります。モジュール IDのプレフィックスが付いていないテーブル名を使用しようとする
と、Cisco UCS Directorによってタスクの登録が妨げられるため、この規則には必ず従う必要があ
ります。

続いて、次のフィールドを見ていきます。

• handler name

• configEntryId

• actionId

public static finald String HANDLER_NAME = "Enable SNMP for Nexus";

//configEntryId and actionId are mandatory fields
@Persistent
private long configEntryId
@Persistent
private long actionId

handler nameはタスクの名前です。この名前は必ず一意の文字列にします。複数のタスクで同じハ
ンドラ名を使用すると、問題が生じることになります。
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上の例に示しているとおり、各タスクには、configEntryIdと actionIdが必要です。これらの 2つ
のフィールドに対応する getterと setterを定義する必要があります。これらの 2つのフィールドは
不可欠です。これらのフィールドは configオブジェクトに設定する必要があります。

次に、タスクを実行する上で実際に必要なデータを見ていきます。

//This is the ip address for the Nexus device on which you want to enable SNMP.
@FormField(label = "Host IP Address", help = "Host AP Address", mandatory = true,

type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV,
lovProvider = ModuleConstants.NEXUS_DEVICES_LOV_PROVIDER)

@USerInputField(type = ModuleConstants.NEXUS_DEVICE_LIST)
@Peristent
private String ipAddress = "";

@FormField(label = "Login", help = "Login", mandatory = true
@Persistent
private String login;

@FormField(label = "Password", help = "Password", mandatory = true
@Persistent
private String password;

上のコードサンプルを確認して、開発者が次の項目を含める必要があることに注意します。

•デバイスの IPアドレス。
この例では LOVを使用して、この IPアドレスを取得しています。注釈および LOVの詳細
については、注釈, （29ページ）を参照してください。

•ログインおよびパスワードは、ユーザが入力する必要があります。
これらを取得するには、フォームフィールドの注釈を使用して、ユーザが入力するデータと

してこれらのフィールドをマーキングします。

•これらの各フィールドの getterおよび setter。

configオブジェクトの定義が終了したら、Java Data Object（JDO）の拡張としてマーキングしま
す。

はじめる前に

Cisco UCS Director Open Automationソフトウェア開発キット（SDK）が必要になります。

手順

ステップ 1 jdo.filesファイルを configオブジェクトと同じパッケージに含めます。
SDKのサンプルを jdo.filesとパッケージ化の参考にしてください。jdo.filesは、このとおりの名前
にしてください。

ステップ 2 jdo.filesに、JDOの拡張を介して処理する必要のあるすべてのクラスを指定します。
このステップを正しく実行していれば、SDKが提供するビルドスクリプトによって JDOの拡張
がすべて処理されます。
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次の作業

ハンドラオブジェクトは、カスタムコードを実際に実行する場所です。ハンドラオブジェクト

はAbstractTaskを実装する必要があります。executeCustomActionメソッドを使用して、コードの
実行のために以前に開発した、対応する configオブジェクトを取得できます。

抽象タスクの開発
configオブジェクトの準備ができたら、AbstractTaskを拡張して、新しい configオブジェクトを実
際に使用できるようにする必要があります。この例では、EnableSNMPTaskを示しています。

ここで、次のメソッド executeCustomActionについて見てみます。
public void executeCustomAction(CustomActionTriggerContext context, CustomActionLogger
actionLogger) throws Exception
{

long configEntryId = context.getConfigEntry().getConfigEntryID();
//retrieving the corresponding config object for this handler
EnableSNMPConfig config = (EnableSNMPConfig) context.loadConfigObject();

executeCustomActionは、カスタムロジックが処理される場所です。context.loadConfigObject()を
コールする際、以前に定義した configオブジェクトにキャストできます。この処理により、タス
クの実行に必要なすべての詳細情報を取得するできるようになります。この例では、configオブ
ジェクトを取得した後、SSH APIを使用して、enable SNMPコマンドを実行しています。

ワークフローをロールバックする場合、行った変更を元に戻す方法をタスクが指定する必要があ

ります。この例では、変更トラッカーを使用しています。

//If the user decides to roll back a workflow containing this task,
//then using the change tracker, we can take care of rolling back this task (i.e.,
//disabling snmp)
context.getChangeTracker().undoableResourceAdded("assetType", "idString",
SNMP enabled", "SNMP enabled on " + config.getIpAddress(),
new DisableSNMPNexusTask().getTaskName(), new DisableSNMPNexusConfig(config));

ロールバックコードはシステムに、Enable SNMPタスクの undoタスクが Disable SNMPタスクで
あることを伝えます。undo configオブジェクトとその名前を指定してください。その他の引数は
データのロギングを行いますが、指定してもしなくても構いません。

DisableConfigは、実際にはEnableConfig内で処理されます。この場合、enable configにデバイス
の詳細情報が含まれているため、DisableSNMPタスクが呼び出されたとき、どのデバイスでdisable
SNMPを実行するのかを正確に把握できます。

また、getTaskConfigImplementationも実装する必要があります。この例では、configオブジェクト
のインスタンスを返す際にインスタンス化しています。

@Override
public TaskConfigIf getTaskConfigImplementation() {

return new EnbleSNMPConfig();
}

このタスクで使用する configオブジェクトを必ず指定してください。（注）

次の作業：このタスクをモジュールに含めて、Cisco UCS Directorで使用できるようにします。
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スケジュールタスクについて
消去タスクや集約タスク、あるいは繰り返し実行可能な何らかのタスクを開発する必要がある場

合は、スケジュールタスクフレームワークを使用できます。これには、次のようなコンポーネン

トが含まれています。

• AbstractScheduleTask

• AbstractCloupiaModule

AbstractScheduleTask

タスクロジックを、このクラスの execute()メソッドに含める必要があります。モジュール IDと、
このタスクを説明する文字列を指定することから始めます。固有のモジュール IDを指定する必要
があります。指定しないと、モジュールが正しく登録されません。

詳細については、fooモジュールの DummyScheduleTaskクラスを参照してください。
public DummyScheduleTask(){
super("foo");
}

スケジュールタスクの追加/削除

AbstractCloupiaModuleには、スケジュールタスクを追加および削除するAPIが含まれています。
一般に、AbstractCloupiaModuleのonStart()実装でタスクをインスタンス化し、次のようにモジュー
ルクラス内で addScheduleTaskメソッドを呼び出すことによって addメソッドでインスタンス化
したタスクを登録します。
addScheduleTask(new DummyScheduleTask());

詳細については、FooModule.javaクラスを参照してください。

カスタムワークフローの入力の登録
独自の入力タイプを Cisco UCS Directorで開発できます。詳細については、『Cisco UCS Director
OrchestrationGuide,Release4.1』を参照してください。ただし、これらの入力タイプには、モジュー
ル IDのプレフィックスを付ける必要があります。TaskConfigIfの開発, （54ページ）を参照して
ください。ここでは、追加の注釈を使用してカスタムワークフローの入力を指定しています。

public static final String NEXUS_DEVICE_LIST = "foo_nexus_device_list";
@UserInputField(type = ModuleConstants.NEXUS_DEVICE_LIST)

この例では、ModuleConstants.NEXUS_DEVICE_LISTが foo_nexus_device_listに解決されていま

す。

はじめる前に

カスタムワークフローに必要な TaskConfigIfおよび AbstractTaskコンポーネントを開発します。
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次の作業

カスタムワークフローの出力を登録します。カスタムタスクの出力の登録, （58ページ）を参
照してください。

カスタムタスクの出力の登録
出力を追加するタスクを有効にできます。

はじめる前に

カスタムタスクの出力を作成する方法の例については、EmailDatacentersTaskを参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 タスクの実装にメソッド getTaskoutputDefinitions()を実装し、タスクが返す出力定義を返します。
@Override
public TaskOutputDefinition[] getTaskOutputDefinitions() {

TaskOutputDefinition[] ops = new TaskOututDefiniton[1];
ops[0] = FooModule.OP_TEMP_EMAIL_ADDRESS;
return ops;

]

ステップ 2 タスクの実装からの出力を設定します。
@Override
public void executeCustomAction(CustomActionTriggerContext context,
CustomerActionLogger action Logger) throws Exception
{

long configEntryId = context.getConfigEntry().getConfigEntryId();
//retrieving the corresponding config object for this handler
EmailDatacentersConfig config = (EmailDatacentersConfig context.loadConfigObject();

if (config == null)
{

throw net Exception("No email configuration found for custom Action"
+ context.getAction().getName
+ "entryId" + configEntryId);

}

|.......
.......

try
{

context.saveOutputValue(OutPutConstants.OUTPUT_TEMP_EMAIL_ADDRESS, toAddresses);

他のタスクの入力として使用するカスタム出力
この項では、出力を別のタスクの入力として使用する方法について説明します。前の項で示した

例の一部をここでも使用します。出力の定義は、次のように定義されます。

@Override
public TaskOutputDefinition[] get TaskOutputDefinitions() {
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TaskOutputDefinition[] ops = new TaskOutputDefinitions[1};
//NOTE: If you want to use the output of this task as input to another task. Then the second
argument
//of the output definition MUST MATCH the type of UserInputField in the config of the task
that will
//be recieving this output. Take a look at the HelloWorldConfig as an example.
ops[0] = new TaskOutputDefinition(

FooConstants.EMAIL_TASK_OUTPUT_NAME,
FooConstants.FOO_HELLO_WORLD_NAME,
"EMAIL IDs");

return ops;
}
,

この例では、FooConstants.EMAIL_TASK_OUTPUT_NAMEという名前と、
FooConstants.FOO_HELLO_WORLD_NAMEという型を使用して、出力を定義しています。出力を
入力として使用できる別のタスクを設定するには、型を一致させる必要があります。

このため、FooConstants.FOO_HELLO_WORLD_NAMEを入力として使用する新規タスクで、設定
オブジェクトに次の記述を含める必要があります。

//This field is supposed to consume output from the EmailDatacentersTask.
//You'll see the type in user input field below matches the output type
//in EmailDatacentersTasks's output definition.
@FormField(label = "name", help = "Name passed in from a previous task", mandatory = true)
@UserInputField(type = FooConstants.FOO_HELLO_WORLD_NAME)
@Persistent
private String login;

UserInputField注釈内の型は、出力定義に登録されている型と一致しています。このように型が

一致している場合に、ワークフローの開発中に Cisco UCS Directorのワークフローデザイナで新
規タスクをドラッグアンドドロップすると、あるタスクの出力を別のタスクの入力としてマップ

できます。

入力として使用する既存のタスクの出力
この項では、組み込みワークフロータスクの出力を、カスタムタスクの入力として使用する方法

を示します。このプロセスは、1つの重要な点で、カスタム出力を入力として使用できるように
設定する場合と似ています。それは、タスクの設定オブジェクトに、出力と全く同じ型のフィー

ルドが必要であるという点です。

手順

ステップ 1 [ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）] > [ワークフロー（Workflows）]
の順に選択し、[タスクライブラリ（Task Library）]をクリックします。

Cntl–Findを押して、表示される非常に長いリストでタスクを検索します。たとえば、
「Group」と入力すると、すぐに [ユーザとグループのタスク（User and Group Tasks）]
に移動できます。

ヒント

ステップ 2 追加するタスクを見つけたら、それを選択して、[ユーザとグループのタスク：グループの追加
（User and Group Tasks: Add Group）]という見出しの下に表示される情報を確認します。

Cntl–Findを押して、表示される非常に長いリストでタスクを検索します。たとえば、
「Group」と入力すると、すぐに [ユーザとグループのタスク（User and Group Tasks）]
に移動できます。

ヒント

重要な型のデータが、見出しの下方の最後にある [出力（Outputs）]テーブルに示されています。
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表 3：[グループの追加（Add Group）] - [出力（Outputs）] テーブル

タイプ（Type）説明出力

gen_text_input管理者が作成したグループの名前OUTPUT_GROUP_NAM

gen_text_input管理者が作成したグループの IDOUTPUT_GROUP_ID

ステップ 3 [出力（Outputs）]テーブルから、該当する型の値を取得します。
目的は、タスクと一致する型の値を取得することです。この例では、タスクはグループ IDを使用
するため、型は gen_text_inputであることがわかります。

ステップ 4 UserInputFieldに型の値を指定します。

例：
@FormField(label = "Name", help = "Name passed in from previous task",
mandatory = true)
@UserInputField(type="gen_text_input")
@Persistent
private String name;

また、@UserInputField(type = WorkflowInputFieldTypeDeclaration.GENERIC_TEXT)を使用
することもできます。これは、@UserInputField(type="gen_text_input")を使用することと
同じです。SDKに定義されている定数を使用する type =
WorkflowInputFieldTypeDeclaration.GENERIC_TEXTを使用する方が簡単なこともありま
す。

（注）

最後のステップは、ワークフローを開発する際に、正しくマッピングを設定することです。

ステップ 5 ワークフローの開発時、ワークフローにアクションを追加する際や、ワークフローの関連情報を

編集する際に、[タスク入力属性へのユーザ入力のマッピング（User Input Mapping to Task Input
Attributes）]ウィンドウを使用して、マッピングを設定します。

カスタムタスクが存在することの確認
モジュールが正常に動作している場合、CiscoUCSDirectorタスクライブラリを開き、タスクが表
示されていることを確認することで、カスタムタスクの存在を確認できます。

手順

ステップ 1 CiscoUCSDirectorで [ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、
続いて [ワークフロー（Workflows）]タブを選択します。
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[ワークフロー（Workflows）]タブには、使用可能なすべてのワークフローを一覧したテーブルが
表示されます。

ステップ 2 [ワークフロー（Workflows）]ツリーディレクトリで、タスクが表示されるワークフローに移動し
て、そのワークフローの行を選択します。

移動を容易にするために、テーブルの上部の右上隅にある [検索（Search）]オプションを使用し
て、ワークフローに移動します。

ワークフローテーブルの上部に、ワークフローに関連するその他のコントロールが表示されま

す。

ステップ 3 ワークフローを選択して、[ワークフローデザイナ（Workflow Designer）]をクリックします。
[ワークフローデザイナ（WorkflowDesigner）]画面が開き、[使用可能なタスク（AvailableTasks）]
リストおよびワークフロー設計グラフィックビューが表示されます。

ステップ 4 使用可能なタスクのリスト、およびワークフロー内のタスクのグラフィック表示に、目的のタス

クが表示されていることを確認します。
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第 10 章

メニューの管理

この章は、次の項で構成されています。

• メニューナビゲーション, 63 ページ

• メニュー項目の定義, 64 ページ

• メニュー項目の登録, 65 ページ

• レポートコンテキストの登録, 66 ページ

メニューナビゲーション
Cisco UCS Directorは、メニューナビゲーションを使用して UIに表示するレポートとフォームを
決定します。レポートの場所のテーマに関する詳細については、レポートの場所の指定, （39
ページ）を参照してください。

leftNavTypeフィールドは、メニュー項目に使用するナビゲーションのタイプを指定します。

値 noneの意味は次のとおりです。

•ナビゲーションが必要ない。

•メニュー項目に関連付けられたコンテキストマップルールで type=10、name= "global_admin"
が使用される（重要）

leftNavTypeが「none」に設定されている場合は、このメニューの場所にレポートを登録する
必要があるときに、メニュー項目に関連付けられたコンテキストマップルールの type値と
name値が役に立ちます。

（注）

leftNavTypeが backend_providedの場合は、左側のナビゲーションツリーを生成する
com.cloupia.model.cIM.AbstractTreeNodesProviderIfの実装を指定する必要があります。

ナビゲーションツリーの各ノードで次の要素を指定する必要があります。
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•ラベル

• UIに表示するアイコンへのパス（任意）

•コンテキストタイプ（詳細については、レポートコンテキストの登録に関するセクション
を参照）

•コンテキスト ID（これが表の生成時に使用されるレポートコンテキスト IDになる）

ナビゲーションツリーはメニュー IDに関連付ける必要があるため、ツリープロバイダーの登録
時には必ず、対応するメニュー IDを使用してください。

表 4：仮想アカウント用のシステムメニュー ID

IDメニュー

[0][コンピューティング（Compute）]

1ストレージ

2ネットワーク

表 5：物理アカウント用のシステムメニュー ID

ID項目

50[コンピューティング（Compute）]

51ストレージ

52ネットワーク

メニュー項目の定義

手順

ステップ 1 オプション 1：既存のフォルダの下に新しいメニュー項目を追加します。この場合のフォルダは
Virtualです。
メニュー項目を既存のメニューカテゴリに追加する場合は、まず、項目を追加するカテゴリの

menuidを探す必要があります。例では、「Virtual」の下に新しいメニュー項目を追加します。
「Virtual」の menuidは 1000です。menuidだけが入力されている親メニュー項目に注目してくだ
さい。メニュー項目を既存のカテゴリに配置することを示すために必要なことはこれだけです。

新しいメニュー項目が子フィールドに配置されます。
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例：

<menu>
<!-- this shows you how to add a new menu item underneath virtual -->
<menuitem>
<menuid>1000</menuid>
<children>
<menuitem>

<menuid>12000</menuid>
<label>Dummy Menu 1</label>
<path>dummy_menu_1/</path>
<op>no_check</op>
<url>modules/GenericModule.swf</url>
<leftNavType>backend_provided</leftNavType>

</menuitem>
</children>

</menuitem>

ステップ 2 オプション 2：まったく新しいメニュー項目を UIに追加します。
まったく新しいメニュー項目を定義する場合は、例に示すように、すべての詳細を指定します。

最初に、メニューカテゴリに関するすべての詳細を指定してから、その下にすべての子メニュー

項目を追加します。この例は、メニューを 2レベル下まで表示しますが、理論上は、必要な深さ
にすることができます。ベストプラクティスは、3レベル以下の深さのメニューを作成すること
です。

例：

<!-- entirely new menu -->
<menu>
<menuitem>

<menuid>11000</menuid>
<label>Sample Category</label>
<path>sample/</path>
<op>no_check</op>
<children>
<menuitem>
<menuid>11001</menuid>
<label>Sample Menu 1</label>
<path>Sample_menu_1/</path>
<op>no_check</op>
<url>modules/GenericModule.swf</url>
<leftNavType>backend_provided</leftNavType>

</menuitem>
</children>

</menuitem>
<menu>

次の作業

メニューを登録します。

メニュー項目の登録
OpenAutomationでは、メニュー登録が自動的に処理されます。開発者は、メニューの xmlファイ
ルを menu.xmlとして指定し、モジュールの一部としてパッケージするだけで済みます。menu.xml

ファイルがモジュール jarファイルの最上位レベルにあることを確認してください。
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はじめる前に

新しいメニュー項目を新しいフォルダまたは既存のフォルダの下で定義します。

レポートコンテキストの登録
このトピックでは、新しいレポートコンテキストの追加方法を中心に説明します。新しいメニュー

項目を作成するには、新しいレポートコンテキストが不可欠です。新しい一意のコンテキストを

登録する必要があります。既存のコンテキストは使用できません。

OpenAutomationのマニュアルではメニューナビゲーションの定義に関して、左側のナビゲーショ
ンツリープロバイダーを作成するときにレポートコンテキストタイプを指定する必要があるこ

とが記載されています。

レポートコンテキストは、システムが任意の時点で UIに表示可能なレポートを決定するために
使用されます。その他の背景情報については、レポートの場所の指定に関するマニュアル（レポー

トの場所の指定, （39ページ））を参照してください。また、付録 B, （79ページ）で既存のレ
ポートコンテキストデータのリストを参照してください。

Open Automationには、新しいレポートコンテキストを自動生成する APIが用意されています。
レポートコンテキストとコンテキストメニュープロバイダーの登録例については、

com.cloupia.feature.foo.FooModuleを参照してください。

自動生成されたレポートコンテキストはポータブルではありません。これは、モジュールを

UCSDの 1つのインスタンスに展開し、同じモジュールをUCSDの別のインスタンスに展開す
る場合、それぞれのインスタンスで取得された自動生成レポートコンテキストに別々の値が

含まれている可能性があることを意味します。そのため、このような重複値を使用する独自の

コードは必ずしも正常に機能するとは限りません。この問題を回避するには、

ReportContextRegistryを使用してレポートコンテキストを登録し、それらを取得します。

ヒント

com.cloupia.model.cIM.ReportContextRegistry.register(String name, String label)を使用して、javadocと
サンプルコードで詳細を調査してください。

これらのレポートコンテキストが最終的にどのように使用されるかを確認するには、コードサン

プルとレポートの場所の指定に関するマニュアルを参照してください。

はじめる前に

レポートコンテキストの登録が必要な Open Automation開発者は、最初に UCSDリードと話し合
う必要があります。UCSDリードはその開発者専用に予約された整数のブロックを提供すること
ができます。これにより、定義されたすべてのレポートコンテキストが一意であることが保証さ

れます。ブロックを入手すれば、ReportContextRegistry.register(int type, String name, String label)を
使用して新しいコンテキストを登録できます。
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第 11 章

トリガー条件の管理

この章は、次の項で構成されています。

• トリガー条件, 67 ページ

• トリガー条件の追加, 68 ページ

トリガー条件
特定の目的に使用するトリガーを作成するには、正しく定義されたトリガー条件を準備する必要

があります。トリガー条件がまだ存在しない場合は、それを実装する必要があります。同様に、

適切で必要な条件の構成要素がまだ定義されていない場合は、ここに示す情報を使用してそれら

を実装することができます。

トリガー作成ウィザード（[ポリシー]（Policies） > [オーケストレーション（Orchestration）] > [ト
リガー（Triggers）]の下）の [条件の指定（Specify Conditions）]ステップに、新しいトリガー条
件をセットアップするためのオプションが表示されるはずです。

トリガーは、次の 2つの要素で構成されます。

• com.cloupia.service.cIM.inframgr.thresholdmonitor.MonitoredContextIfの実装。

• com.cloupia.service.cIM.inframgr.thresholdmonitor.MonitoredParameterIfの 1つ以上の実装。

MonitoredContextIfは、監視するオブジェクトを記述し、そのオブジェクトへの参照リストを指
定するために使用されます。ウィザードの [トリガーの編集（EditTrigger）] > [条件の指定（Specify
Conditions）]要素を使用する場合は、オブジェクトとそれへの参照を選択可能にするコントロー
ルと関連オプションが表示されるはずです。たとえば、MonitoredContextIfを使用して、「ダミー
デバイス」オブジェクトを監視し、使用可能なすべてのダミーデバイスのリストを返すことがで

きます。

MonitoredParamterIfは、次のようなトリガー条件の定義で使用されます。

•特定のパラメータの検査を行います。たとえば、MonitorContextIfで定義した特定のダミー
デバイス（ddTwoなど）のステータスを表すパラメータにすることができます。
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•パラメータに適用できる演算を行います。一般的な演算には以下が含まれます。

◦より少ない

◦次の値と等しい

◦より大きい

（適切な演算は、実装によって異なります）。

•値のリストを提供し、その各値とパラメータを論理的に比較してトリガーをアクティブにし
ます。

そのため、たとえば、「Dummy Device ddTwo Status is down」などのトリガー条件は 1つの条件と
して論理的にテストすることができます。監視対象の Statusパラメータがステートメント Trueを
意味する場合に、トリガー条件が満たされます。

トリガー条件の追加

はじめる前に

インターフェイスの実装の詳細については、Open Automationの javadocを参照してください。

手順

ステップ 1 MonitoredContextIfとすべての適用可能なMonitoredParameterIfを実装します。
public class MonitorDummyDeviceStatusParam implements MonitoredParameterIf {
@Override
public String getParamLabel() {
//this is the label of this parameter shown in the ui
return "Dummy Device Status";
}
@Override
public String getParamName() {
//each parameter needs a unique string, it's a good idea to //prefix each
parameter
//with your module id, this way it basically guarantees //uniqueness
return "foo.dummy.device.status";
}
@Override
public FormLOVPair[] getSupportedOps() {
//this should return all the supported operations that can be //applied to
this parameter
FormLOVPair isOp = new FormLOVPair("is", "is");
FormLOVPair[] ops = { isOp };
return ops;
}
@Override
public int getValueConstraintType() {
return 0;
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}
@Override
public FormLOVPair[] getValueLOVs() {
//this should return all the values you want to compare against //e.g.
threshold values
FormLOVPair valueUP = new FormLOVPair("Up", "up");
FormLOVPair valueDOWN = new FormLOVPair("Down", "down");
FormLOVPair valueUNKNOWN = new FormLOVPair("Unknown", "unknown");
FormLOVPair[] statuses = { valueDOWN, valueUNKNOWN, valueUP };
return statuses;
}
@Override
public int getApplicableContextType() {
//this parameter is binded to MonitorDummyDeviceType, so it needs //to return
the same
//value returned by MonitorDummyDeviceType.getContextType()
DynReportContext dummyContextOneType =
ReportContextRegistry.getInstance().getContextByName(FooConstants.DUMMY_CONTEX
T_ONE);
return dummyContextOneType.getType();
}
@Override
public String getApplicableCloudType() {
return null;
}
@Override
public int checkTrigger(StringBuffer messageBuf, int contextType,
String objects, String param, String op, String values) {
//you want to basically do if (objects.param op values) { //activate } else {
not activate }
//first step, you'd look up what objects is pointing to, usually objects
should be an identifier
//for some other object you actually want
//in this example, objects is either ddOne (dummy device) or ddTwo, for
simplicity's sake, we'll
//say ddOne is always up and ddTwo is always down
if (objects.equals("ddOne")) {
if (op.equals("is")) {
//ddOne is always up, so trigger only gets activated when "ddOne is up"
if (values.equals("up")) {
return RULE_CHECK_TRIGGER_ACTIVATED;
} else {
return RULE_CHECK_TRIGGER_NOT_ACTIVATED;
}
} else {
return RULE_CHECK_ERROR;
}
} else {
if (op.equals("is")) {
//ddTwo is always down, so trigger only gets activated when "ddTwo is not up"
if (values.equals("up")) {
return RULE_CHECK_TRIGGER_NOT_ACTIVATED;
} else {
return RULE_CHECK_TRIGGER_ACTIVATED;
}
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} else {
return RULE_CHECK_ERROR;
}
}
}
}
public class MonitorDummyDeviceType implements MonitoredContextIf {
@Override
public int getContextType() {
//each monitored type is uniquely identified by an integer
//we usually use the report context type
DynReportContext dummyContextOneType =
ReportContextRegistry.getInstance().getContextByName(FooConstants.DUMMY_CONTEX
T_ONE);
return dummyContextOneType.getType();
}
@Override
public String getContextLabel() {
//this is the label shown in the ui
return "Dummy Device";
}
@Override
public FormLOVPair[] getPossibleLOVs(WizardSession session)
//this should return all the dummy devices that could potentially be monitored
//in this example i only have two dummy devices, usually the value should be
an identifier you can use
//to reference back to the actual object
FormLOVPair deviceOne = new FormLOVPair("ddOne", "ddOne");
FormLOVPair deviceTwo = new FormLOVPair("ddTwo", "ddTwo");
FormLOVPair[] dummyDevices = { deviceOne, deviceTwo };
return dummyDevices;
}
@Override
public String getContextValueDetail(String selectedContextValue) {
//this is additional info to display in the ui, i'm just returning a dummy
string
return "you picked " + selectedContextValue;
}
@Override
public String getCloudType(String selectedContextValue) {
// TODO Auto�generated method stub
return null;
}
}

ステップ 2 システムにトリガー条件を登録します。

com.cloupia.service.cIM.inframgr.thresholdmonitor.MonitoringTriggerUtilにこのための静的メ

ソッドが含まれています。

// adding new monitoring trigger, note, these new trigger components
// utilize the dummy context one i've just registered
// you have to make sure to register contexts before you execute
// this code, otherwise it won't work
MonitoringTrigger monTrigger = new MonitoringTrigger(
new MonitorDummyDeviceType(),new MonitorDummyDeviceStatusParam());
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MonitoringTriggerUtil.register(monTrigger);
menuProvider.registerWithProvider();

a) MonitoredContextIfとそのMonitoredParameterIfをまとめて
com.cloupia.service.cIM.inframgr.thresholdmonitor.MonitoringTriggerにグループ分けします。

b) ユーティリティを使ってモニタリングトリガーを登録します。
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第 12 章

変更トラッキング API

この章は、次の項で構成されています。

• 変更トラッキング API, 73 ページ

変更トラッキング API
変更トラッキング APIを使用して、モジュール経由で行った変更をトラッキングし、変更内容を
データベースに記録できます。

コンストラクタは ChangeTrackingAPIです。
package com.cloupia.feature.foo.scheduledTasks;

import org.apache.log4j.Logger;

import com.cloupia.feature.foo.FooModule;
import com.cloupia.model.cIM.ChangeRecord;
import com.cloupia.service.cIM.inframgr.AbstractScheduleTask;
import com.cloupia.service.cIM.inframgr.FeatureContainer;
import com.cloupia.service.cIM.inframgr.cmdb.ChangeTrackingAPI;

/**
* This is a simple example demonstrating how to implement a scheduled task. This task is
executed
* every 5 mins and simply makes a logging statement and increments the number of times
it's been
* executed. It removes itself from the system once it has been executed twice. It also
* demonstrates how you can use the change tracking APIs to track changes made to the system.

*
*/
public class DummyScheduleTask extends AbstractScheduleTask {

private static Logger logger = Logger.getLogger(DummyScheduleTask.class);

private int numTimesExecuted = 0;

private static final long TWO_MINS = 60*1000*2;
private static final int MAX_TIMES_EXECUTED = 2;

public DummyScheduleTask() {
super("foo");
}

@Override
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public void execute(long lastExecution) throws Exception {
logger.info("vxvxvxvxvx - dummyTask has been executed " + numTimesExecuted + " times.");
numTimesExecuted++;

if (numTimesExecuted == MAX_TIMES_EXECUTED) {
logger.info("vxvxvxvxvx - removing dummyTask");
FooModule module = (FooModule) FeatureContainer.getInstance().getModuleById("foo");
//NOTE: Use getTaskName() and NOT getScheduleTaskName(), it's really important
//We distinguish the two: getTaskName is used internally by the system, where we do
//some extra stuff to ensure uniqueness of the task name (prepend moduleID), so we need

to
//make sure to use this when removing tasks!
module.removeScheduleTask(this.getTaskName());
//use the static ChangeTrackingAPI to create an instance of ChangeRecord, these are just

values you'd like have
//tracked and store in the changes DB
ChangeRecord rec = ChangeTrackingAPI.create("openAutoDeveloper",

ChangeRecord.CHANGE_TYPE_DELETE, "Dummy Task removed from System",
"foo dummy task");

//insert the record like so
ChangeTrackingAPI.insertRecord(rec);
}
}

@Override
public long getFrequency() {
return TWO_MINS;
}

@Override
protected String getScheduleTaskName() {
//usually good idea to name your task something descriptive
return "dummyTask";
}

}

変更トラッキングレコード（CMDB）を Cisco UCS Director GUIから表示するには、[管理
（Administration）] > [統合（Integration）] > [レコードの変更（Change Records）]の順に選択し
ます。

ヒント
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付録 A
付録 A

この付録の構成は、次のとおりです。

• 既存の値のリストテーブル, 75 ページ

既存の値のリストテーブル
次の表は、使用可能な値のリストの、既存の表形式レポートの一覧を示しています。

表 6：LOV レポートのリストプロバイダー

説明レポート：ListProvider 名

VDI MCSカタログ割り当てタイプセレクタvdiMcsCatalogAllocationTypeList

NetAppクラスタポート関連 IfGroupセレクタnetAppClusterPortAssIfGroupProvider

カタログセレクタcatalogList

ディスクサイズセレクタDiskSizesList

vDCプロファイルセレクタvdcProfileList

VMwareアカウントセレクタvmwareCloudNamesList

NetApp vFilerプロトコルリストprotocolList

メモリサイズセレクタMemorySizesList

VDI VDCセレクタvdiVdcList

EMC RAIDタイプセレクタemcRAIDTypesListProvider
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説明レポート：ListProvider 名

VMwareポートグループタイプportGroupTypeList

Cisco UCSネットワークポリシーucsNetworkPolicyList

NetAppイニシエータグループタイプiGroupTypeList

VDIカタログセレクタvdiCatalogList

HPブートモードhpServerBootActionTypes

NetAppクラスタの全 IfGroupセレクタnetappAllClusterAssocNonAssocIfGroupList

NetApp OnCommandストレージサービスdfmStorageServiceList

ネットワーキングポートプロファイルモードNetworkDevicePortProfileModeList

Cisco UCSサービスプロファイルセレクタucsServiceProfileList

ホストノードセレクタhostNodeList

VDI MCSカタログタイプセレクタvdiMcsCatalogTypeList

NetAppクラスタ vLANセレクタnetappAllClusterVLANList

vDCセレクタvdcList

NetAppクラスタ集約セレクタnetappAllClusterAggrList

ネットワーキングデバイスNetworkDeviceBasicList

NetAppクラスタポートセレクタnetappAllClusterPortList

MSPグループMSPGroupList

NetAppサイズ単位sizeUnitList

Amazon VMセレクタamazonVMList

Amazonクラウドセレクタec2AccountList

Cisco UCSサーバucsBladeList

EMCサイズ単位emcSizeUnits

VDIメモリサイズセレクタvdiMemorySizesList
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説明レポート：ListProvider 名

VMware DVSwitchアップリンクポートグループVMwareDVSUplinkPortgroupList

Hewlett Packard（HP）自動電源モードhpServerAutoPowerActionTypes

HPブートソースhpServerBootSourceAction

HP節電モードhpServerPowerSaverActionTypes

HP節電モードhpServerPowerSaverActionTypes

NetApp OSタイプosTypeList

VDI CPUセレクタvdiCPUsList

NetApp VSCのデータストアサイズ変更セレクタvscResizeDatastoreList

Cisco UCSアカウントUcsAccountList

サービスコンテナcontainerProvider

汎用 VMアクションセレクタamazonVMActions

NetApp OnCommandグループdfmGroupList

HPサーバの電力モードhpServerPowerActionTypes

KVM VMアクションセレクタkvmVMActions

NetAppクラスタノードセレクタnetappAllClusterNodeList

VDIアカウントセレクタvdiAccountList

ネットワーキングポートプロファイルタイプNetworkDevicePortProfileTypeList

EC2ボリュームサイズセレクタec2VolumeSizeList

ユーザグループuserGroupsLOV

VMwareポートグループvmwarePortGroupLoVProvider

KVM VMセレクタkvmVMList
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付録 B
付録 B

この付録の構成は、次のとおりです。

• レポートコンテキストタイプとレポートコンテキスト名, 79 ページ

レポートコンテキストタイプとレポートコンテキスト

名

レポートコンテキストデータについて

このリストは、レポートのコンテキストデータを特定して指定するために使用します。ここで

は、レポートコンテキストタイプ（レポートコンテキストごとに関連付けられた一意の ID番
号）に続けてレポートコンテキスト名を示します。レポートとコンテキストに関する基本情報に

ついては、『Cisco UCS Director REST API Guide』を参照してください。

0 global

1 cloud

2 hostnode

3 vm

4 action

5 cluster

6サービス

7 group

8 user

9 event

10 global_admin

11 catalog

12 service_request
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13 user_workflow

14 amz_dep_policy

15 rackspace_policy

16 compute_chassis

17 compute_server

18 compute_io_card

19 compute_fbi

20 compute_fbi_port

21 vdc

22 vdc_reports

23 datacenter

24 alldatacenters

25 service_profile

26 server_pool

27 vm_snapshot

28 managed_report

29 cloudsense_partner

30 cloudsense_customer

31 cloudsense_partner_admin

32 cloudsense_admin

33 storage_volumes

34 custom_actions

35 storage_aggregates

36 storage_disks

37 ucsm

38 pari

39 pari_device

40 storage_accounts

41 host_account

42 network

43 network_device

44 luns

45 network_switch_port

46 net_device_generic

47 net_device_n1k

48 net_device_fab_ic
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49 net_device_n5k

50 ucs_storage_policy

51 ucs_network_policy

52 msp

53 ucs_org

54 ucs_policies

55 ucs_mac

56 ucs_boot_policy

57 netapp_dfm_prov_policy

58 netapp_dfm_prot_policy

59 netapp_dfm_service_policy

60 netapp_dfm_vfiler_template_policy

61 ucs_sp_template

62 netapp_dfm_dataset

63 rhev_datacenter

64 rhev_storage_domian

65 rhev_user

66 rhev_template

67 netapp_filer

68 ucs_wwnn

69 ucs_wwpn

70 ucs_uuid

71 ucs_iomodule

72 ucs_iomodule_port

73 netapp_v_filer

74 netapp_vfiler_volume

75 netapp_vfiler_lun

76 ucs_service_profile

77 ucs_service_profile_template

78 vmware_port_group

79 ucs_portchannel

80 netapp_initiator_group

81 netapp_initiator

82 netapp_vfiler_initiator_group

83 netapp_vfiler_initiator

84 kvm_dep_policy
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85 vvd

86 ocap_module

87 hp

88 hp_server

89 ocap_module_report

90 ocap_module_file

91 ocap_module_changelog

92 ocap_module_workflowtasks

93 ocap_module_workflowinout

94 ocap_module_schedjobs

95 ocap_module_cloudsense

96 ucs_mac_block

97 compute_server_adapter_unit

98 ucs_locale

99 netapp_dfm_group

100 ucs_sp_vhba

101 ucs_sp_vnic

102 ucs_vnictemplate

103 net_device_qos_policy

104 netapp_ipspace

105 netapp_interface

106 ucs_vlan

107 vmware_network_vswitch

108 vmware_network_dvswitch

109 vmware_network_dvportgroup

110 vmware_network_vmknic

111 datastore

112 net_device_vlan

113 net_device_vsan

114 net_device_interface

115 net_device_port_profile

116 net_device_zone

117 storage_ip_proto_policy

118 standalone_rack_server_account

119 rack_server_summary

120 cimc_boot_definition
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121 net_device_asa

122 net_device_asa_context

123 netapp_cifs_share

124 netapp_vfiler_cifs_share

125 netapp_qtree

126 netapp_vfiler_qtree

127 xenvdi_desktop

128 xenvdi_catalog

129 xenvdi_desktop_group

130 vvd_studio_wizard

131 vvd_studio_wizard-page

132 cimc_server_cpu

133 cimc_server_memory

134 cimc_server_pci_adapters

135 cimc_server_psu

136 cimc_server_fan

137 cimc_server_network_adapter

138 cimc_server_vhba

139 cimc_server_vhba_boottable

140 storage_cluster_controller

141 storage_cluster_account

142 storage_cluster_node

143 storage_cluster_vserver

144 storage_cluster_volume

145 cimc_server_vnic

146 tier3_group

147 emc_vnx_account

148 xenvdi_identity_pool

149 storage_cluster_lun

150 storage_cluster_igroup

151 storage_cluster_logInf

152 storage_cluster_initiator

153 storage_cluster_Qtree

154 emc_vnx_file_system

155 emc_vnx_data_mover

156 emc_vnx_mount
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157 emc_vnx_cifs_share

158 emc_vnx_volume

159 emc_vnx_nfs_export

160 emc_vnx_storage_pool

161 scm_workspace

162 scm_config_account

163 emc_vnx_cifs_server

164 emc_vnx_dns_domain

165 emc_vnx_network_interface

166 emc_vnx_logical_net_device

167 net_device_brocade_300

168 vmware_network_nic

169 infra_load_balancer

170 emc_vnx_lun

171 emc_vnx_storage_pool_for_block

172 emc_vnx_raid_group

173 emc_vnx_lun_folder

174 emc_vnx_storage_group

175 emc_vnx_host

176 emc_vnx_host_initiator

177 emc_vnx_storage_processor

178 ipmi_account

179 ipmi_server

180 compute_accounts

181 hyperv_library_server

182 net_device_brocade_nos_vdx

183 vmware_image_context

184 netapp_snapmirror

185 netapp_vfiler_snapmirror

186 netapp_snapmirror_destination

187 netapp_vfiler_snapmirror_destination

188 netapp_snapmirror_schedule

189 netapp_vfiler_snapmirror_schedule

190 infra_compute_servers

191 net_device_brocade_nos

192 net_device_brocade_fos
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193 datacenter_ucs_account

194 ucs_iqn_pool

195 resource_pool

196 dc_ucs_account_server

197 per_rack_server_account

198 dc_account_hp_server

199 per_account_ipmi_server

200 per_dc_ipmi_account

201 per_dc_hp_account

202 per_dc_cimc_account

203 external_service_request

204 net_device_cisco_nxos

205 net_device_cisco_nxos_n7k

206 storage_cluster_port

207 storage_cluster_ifgroup

208 storage_cluster_vlan

209 external_sr_chargeback

210 resources_chargeback

211 ucs_service_profile_bootpolicy

212 ucs_rack_mount_server

213 ucs_fabric_extender

214 ucs_fan_module

215 work_order

216 resource_alert

217 hyperv_image_context

218 hyperv_snapshot_context

219 storage_cluster_exportrule

220 ucs_fan

221 ucs_io_module_port

222 ucs_psu

223 ucs_server_dce

224 ucs_server_hba

225 ucs_server_nic

226 ucs_server_cpu

227 ucs_server_memory_unit

228 ucs_server_disk
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229 ucs_vsan

230 ucs_lan_port_channel

231 ucs_fi_fc_port

232 custom_feature

233 ucs_vhbatemplate

234 ucs_vlan_group

235 emc_vmax_device

236 emc_vmax_account

237 emc_vmax_igroup

238 emc_vmax_portGroup

239 emc_vmax_storageGroup

240 emc_vmax_masking_view

241 ucs_lan_conn_policy

242 ucs_san_conn_policy

243 ucs_storage_conn_policy

244 ucs_storage_iGroup

245 ucs_decommissioned_server

246 hyperv_cluster_csv

247 hyperv_logical_network

248 hyperv_logicalnework_def

249 hyperv_vmnetwork_subnet

250 hyperv_vm_network

251 hyperv_logical_switch

252 hyperv_file_share

253 hyperv_cluster_availble_nodes

254 ucs_sp_rename

255 hyperv_logicalnework_def_subnet

256 hyperv_storage_file_server

257 hyperv_storage_array

258 hyperv_storage_provider

259 hyperv_storage_classifications

260 hyperv_storage_pool

261 hyperv_storage_pool_per_array

262 vnmc_datacenter_account

263 vnmc_account

264 ucs_fault_suppress_task
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265 hyperv_host_group

266 vnmc_tenant

267 vnmc_zone

268 vnmc_acl_policy_rule

269 vnmc_vdc

270 vnmc_vapp

271 vnmc_tier

272 net_device_n3k

273 net_device_mds

274 net_device_cisco_nxos_n7k_vdc

275 emc_vmax_director

276 hyperv_native_uplink_pp

277 hyperv_native_vna_pp

278 hyperv_static_ip_pool

279 hyperv_port_classification

280 hyperv_vm_network_adapter

281 emc_vmax_thin_pool

282 emc_vmax_meta_dev

283 storage_cluster_aggregates

284 net_device_ios

285 emc_vmax_fast_policy

286 emc_vmax_storage_tier

287 netapp_cluster_cron_job

288 netapp_cluster_snapshot_policy

289 netapp_cluster_snapshot_policy_schedule

290 ucs_local_disk_config_policy

291 emc_vnx_meta_lun

292 emc_vnx_block_account

293 emc_vnx_file_account

294 netapp_cluster_volume_snapshot

295 netapp_cluster_vserver_volume_cifs

296 ucs_discovered_server

297 ucs_central

298 ucs_central_domain_group

299 ucs_central_compute_system

300 net_device_cisco_nxos_n7k_vdc_storage
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301 cluster_vserver_domain

302 net_device_n9k

303 cimc_server_storage_adapter

304 cimc_server_storage_adapter_summary

305 context_type_cimc_server_storage_adapter_physical

306 context_type_cimc_server_storage_adapter_virtual

307 cimc_server_processor_unit

308 cimc_server_pci_adapter_unit

309 cimc_server_network_adapters

310 cimc_server_network_adapters_eth

311 cimc_server_new_psu

312 cluster_vserver_Ip_Host_Mapping

313 rack_server_api_supported

314 vnmc_vsg_policy

315 netapp_cluster_portset

316 cluster_vserver_sis_policy

317 cimc_server_vic_adapter

318 cimc_server_vic_adapter_vhba

319 cimc_server_vic_adapter_vnic

320 cluster_wwpn_alias

321 system_task

322 system_task_history

323 remote_agent

324 agent_tasks

400 xyz_context

425 all_pods_physical_compute

426 ucs_central_org

427 pnsc_cs_profile

428 netapp_cluster_nfs_service

429 all_pods_physical_storage

430 all_pods_physical_network

431 ucs_central_accounts

432 multi_domain_managers

433 hyperv_host_adapter_ln

434 hyperv_vnetwork_hostadapter

435 netapp_cluster_vserver_peer
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436 netapp_cluster_snapmirror

437 pnsc_policy_set

438 netapp_cluster_snapmirror_policy

439 pnsc_policy_list

440 ucs_central_chassis

441 ucs_central_server

442 ucs_central_server_storage_controller

443 ucs_central_vnic_template

444 ucs_central_vhba_template

445 ucs_central_service_profile

446 ucs_central_service_profile_templ

447 ucs_central_wwpn

448 ucs_central_wwnn

449 ucs_central_mac

450 ucs_central_uuid

451 ucs_central_ippool

452 ucs_central_server_pool

453 ucs_central_lan_conn_pol

454 ucs_central_san_conn_pol

455 netapp_cluster_job

456 net_device_n6k

457 ucs_central_boot_policy

458 pnsc_compute_firewall

459 net_device_n1110

460 ucs_central_fan_module

461 netapp_cluster_vserver_routing_group

462 netapp_cluster_peer

463 ucs_central_vsan

464 ucs_central_vlan

465 ucs_central_rack_mount_server

466 ucs_iscsi_adapter_policy

467 ucs_network_control_policy

468 ucs_qos_policy

469 ucs_central_fex

470 whiptail_account

471 whiptail_initiator_group
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472 whiptail_volume_group

473 whiptail_lun

474 whiptail_interface

475 whiptail_accela

476 whiptail_invicta

477 ucs_central_fc_adapter_policy

478 ucs_central_firmware_policy

479 ucs_central_maintenance_policy

480 ucs_central_server_pool_policy

481 ucs_central_server_pool_policy_qual

482 ucs_central_vnic_vhba_placement_policy

483 ucs_central_vhba_policy

484 ucs_central_vnic_policy

485 ucs_central_storage_policy

486 ucs_central_network_policy

487 ucs_central_local_disk_policy

488 ucs_central_iqn_pool

489 netapp_cluster_export_policy

490 ucs_central_local_service_profile

491 ucs_central_local_service_profile_templ

492 ucs_central_vnic

493 ucs_central_vhba

494 ucs_central_fabric_interconnect

495 network_static_ip_pool_policy

496 hyperv_storage_fileshare

497 hyperv_storage_lun

498 netapp_cluster_disk

499 hyperv_host_group_storage_pool

500 hyperv_host_group_storage_lun

501 pnsc_accounts

502 emc_vmax_datadev

503 emc_vmax_thindev

504 netapp_vlan_interface

90001 collector.data.collecion.policy.report

90002 collector.data.collecion.policy.assciate.report

90003 DummyAccount.generic.infra.report.6000:2
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90004 foo.dummy.drilldown.interface.report

90005 VMAX System Devices

90006 System Summary

90007 VMAX Tiers

90008 VMAX Symmetrix Devices

90009 VMAX Thin Devices

90010 VMAX Meta Devices

90011 VMAX Initiator Groups

90012 VMAX Initiators

90013 VMAX Storage Groups

90014 VMAX Port Groups

90015 VMAX Masking Views

90016 VMAX Thin Pools

90017 VMAX Fast Policies

90018 VMAX Fast Controller

90019 VMAX FAST Status

90020 WHIPTAIL System Summary

90021 WHIPTAIL SSR Report

90022 WHIPTAIL Bonds Report

90023 WHIPTAIL Virtual Interfaces Report

90024 WHIPTAIL VLANs Report

90025 WHIPTAIL Physical Interfaces Report

90026 WHIPTAIL iSCSI Settings Report

90027 WHIPTAIL SSNs Report

90028 WHIPTAIL RAID Health Report

90029 WHIPTAIL Volume Groups Report

90030 WHIPTAIL LUNs Report

90031 WHIPTAIL Initiator Groups Report

90032 WHIPTAIL FC Report

90033 cluster.system.tasks.policy.report

90034 foo.dummy.context.one

90033 cluster.system.tasks.policy.report

90034 foo.dummy.context.one
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付録 C
付録 C

この付録の構成は、次のとおりです。

• フォームのフィールドタイプ, 93 ページ

フォームのフィールドタイプ
この付録では、OpenAutomationモジュールでフォームを作成する際にフォームフィールドのタイ
プを定義するために使用するフォームのフィールドタイプの一覧を提供します。フォームのフィー

ルドを定義するには、フォームのフィールドのラベルとタイプを指定することが必須です。

1 FIELD_TYPE_TEXT

FIELD_TYPE_TEXTはフィールドをテキストフィールドとして定義します。これは、デフォ
ルトのフィールドタイプです。フォームのフィールド注釈にフィールドタイプが定義されて

いないと、フォームのフィールドはデフォルトでテキストタイプとして分類されます。

属性

• maxLength：テキストフィールドに入力できる最大文字数を指定します。

• Size：次のいずれかの値を使用して、テキストフィールドのサイズを設定します。

• FIELD_SIZE_SMALL

• FIELD_SIZE_MEDIUM

• FIELD_SIZE_LARGE

• FIELD_SIZE_MEDIUM_SMALL

• FIELD_SIZE_LARGE_SMALL

• FIELD_SIZE_SMALL_MEDIUM

• FIELD_SIZE_LARGE_MEDIUM

• FIELD_SIZE_SMALL_LARGE

• FIELD_SIZE_MEDIUM_LARGE
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サンプル
@FormField(label = "Name", help = "Name",
size =FormFieldDefinition.FIELD_SIZE_SMALL)
private String name;

2 FIELD_TYPE_NUMBER

FIELD_TYPE_NUMBERはフィールドを数値フィールドとして定義します。

属性

• minValue：数値フィールドの最小許容値を指定します。たとえば 1と入力します。

• maxValue：数値フィールドの最大許容値を指定します。たとえば 65535と入力します。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_NUMBER",
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_NUMBER, minValue = 1, maxValue = 65535)
private int number;

3 FIELD_TYPE_TABULAR

FIELD_TYPE_TABULARはフィールドをテーブルとして定義します。

属性

• table：表形式フィールドの名前を指定します。

• multiline：この属性はブール型です。テーブルに複数の行を追加できるようにするには、
trueに設定します。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_TABULAR",
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_TABULAR,
table = SimpleTabularProvider.SIMPLE_TABULAR_PROVIDER, multiline = true)
private String[] plainTabularValues;

4 FIELD_TYPE_BOOLEAN

FIELD_TYPE_BOOLEANはフィールドをブール型として設定します。フィールドを選択する
とフィールドの値が trueに設定され、フィールドを選択しなければフィールドの値が falseに
設定されます。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_BOOLEAN", type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_BOOLEAN)
private boolean boolType;

5 FIELD_TYPE_LABEL

FIELD_TYPE_LABEL引数を使用して、フィールドのラベルを指定できます。

属性

• htmlPopupTag：ポップアップウィンドウにロードする URLを指定します。

• htmlPopupLabel：ポップアップウィンドウのラベルを指定します。
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• htmlPopupStyle：次のいずれかの値を使用して、ラベルのポップアップスタイルを設定し
ます。

◦ INFO_TAG

◦ HELP_TAG

◦ CUSTOM_TAG

◦ INFO_URL

◦ HELP_URL

◦ CUSTOM_URL

サンプル
@FormField(type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_LABEL, label = "FIELD_TYPE_LABEL",
htmlPopupTag = "http://www.cisco.com",htmlPopupLabel = "http://www.cisco.com",
htmlPopupStyle = HtmlPopupStyles.CUSTOM_URL)
private String dummyLink;

6 FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV

FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOVは、フィールドを値のリスト（LOV）が組み込まれるタイプ
として定義し、ユーザが値のリストからいずれかの値を選択できるようにします。

属性

• lovまたは lovProviderのいずれかを属性として指定できます。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV", help = "Value",
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV, lovProvider =
SimpleLovProvider.SIMPLE_LOV_PROVIDER)
private String value;

7 FIELD_TYPE_PASSWORD

FIELD_TYPE_PASSWORDはフィールドをパスワードフィールドとして設定します。パスワー
ドフィールドに入力する文字はマスクされます（アスタリスクまたは円として表示されます）。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_PASSWORD",
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_PASSWORD)
private String password;

8 FIELD_TYPE_DATE

FIELD_TYPE_DATEはフィールドを日付入力フィールドとして定義します。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_DATE", type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_DATE)
private long dateLong;

9 FIELD_TYPE_DATE_TIME
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FIELD_TYPE_DATE_TIMEはフィールドを日時入力フィールドとして定義します。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_DATE_TIME", type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_DATE_TIME)
private long dateTime;

10 FIELD_TYPE_MULTI_SELECT_LIST

FIELD_TYPE_MULTI_SELECT_LISTは、複数の値から入力を受け入れる入力フィールドを定
義します。

属性

• lovProvider：入力フィールドに表示する値のリストを設定します。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_MULTI_SELECT_LIST",
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_MULTI_SELECT_LIST, lovProvider =
SimpleLovProvider.SIMPLE_LOV_PROVIDER)
private String listValue;

11 FIELD_TYPE_HTML_LABEL

FIELD_TYPE_HTML_LABELはフィールドを HTMLラベルとして定義します。この場合、
HTMLタグが文字列として受け入れられます。

属性

• size：HTMLラベルのサイズを設定します。

サンプル
@FormField(type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_HTML_LABEL, label =
"FIELD_TYPE_HTML_LABEL", htmlPopupLabel = "<a href='http://www.cisco.com'>Cisco</a>")
private String dummyLink2;

12 FIELD_TYPE_FILE_UPLOAD

FIELD_TYPE_FILE_UPLOADは、ファイルをアップロードするためのフィールドを定義しま
す。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_FILE_UPLOAD", type =
FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_FILE_UPLOAD)
private String uploadFileName;

13 FIELD_TYPE_TABULAR_POPUP

FIELD_TYPE_TABULAR_POPUPは、ポップアップタイプの表形式フィールドを定義します。

属性

• table：Open Automationモジュールに登録済みの表形式フィールド名（TabularPovider）を
指定します。
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次のサンプルコードに表形式プロバイダーをOpenAutomationモジュールに登録する方法
を示します。
StorageModule.java(Registering Tabular report)
cfr.registerTabularField(SimpleTabularProvider.SIMPLE_TABULAR_PROVIDER,
SimpleTabularProvider.class, "0", "0");

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_TABULAR_POPUP",
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_TABULAR_POPUP, table =
SimpleTabularProvider.SIMPLE_TABULAR_PROVIDER)
private String tabularPopup;

14 FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV_RADIO

FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV_RADIOは、LOVオプションボタンが組み込まれたフィール
ドを定義します。

属性

• lovまたは lovProviderのいずれかを属性として選択できます。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV_RADIO",
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV_RADIO, mandatory = true, lov = {
"Mode 1", "Mode 2", "Mode 3"}, validate = true, group="FIELD_TYPE_EMBEDDED_LOV_RADIO")
private String modeType = "Select Mode";

15 FIELD_TYPE_HTML_TEXT

FIELD_TYPE_HTML_TEXTは、HTMLテキストタイプのフィールドを定義します。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_HTML_TEXT", type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_HTML_TEXT,
editable = true, size=FormFieldDefinition.FIELD_SIZE_MEDIUM_SMALL)
private String status = "<h1>FIELD_TYPE_HTML_TEXT</h1>";

16 FIELD_TYPE_LABEL_WITH_SPACE

FIELD_TYPE_LABEL_WITH_SPACEは、スペースを含むラベルフィールドを定義します。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_LABEL_WITH_SPACE",
help = "Ordering of VNICs", type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_LABEL_WITH_SPACE)
private String vnicLabel;

17 FIELD_TYPE_IMAGE_SELECT_LIST

FIELD_TYPE_IMAGE_SELECT_LISTは、イメージ選択リストからイメージを選択できるフィー
ルドを定義します。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。
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サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_IMAGE_SELECT_LIST", type =
FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_IMAGE_SELECT_LIST, mandatory = false, editable = true)
private String catalogIcon;

18 FIELD_TYPE_BUTTON_PANEL

FIELD_TYPE_BUTTON_PANELはフィールドをボタンパネルとして定義します。

属性

• lov：登録済み LOVプロバイダー名を指定します。また、Lov ={http,https}として値を直
接指定することもできます。詳細については、Open Automationモジュールの
SimpleLovProvider.javaサンプル LOVプロバイダーを参照してください。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_BUTTON_PANEL",
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_BUTTON_PANEL,
lov = {"Discover Servers"}, validate = true, group = "UCSM/CIMC Common", mandatory =
false)
private String discoverServers = "Discover Servers";

19 FIELD_TYPE_TEXT_LINE_NUMS

FIELD_TYPE_TEXT_LINE_NUMSはフィールドを行番号付きテキストフィールドとして定義
します。

属性

• maxlength：テキストフィールドに入力できる最大文字数を指定します。

• multiline：この属性はブール型です。テキストフィールドに複数の行を追加できるように
するには、trueに設定します。

• size：次のいずれかの値を使用して、テキストフィールドのサイズを設定します。

• FIELD_SIZE_SMALL

• FIELD_SIZE_MEDIUM

• FIELD_SIZE_LARGE

• FIELD_SIZE_MEDIUM_SMALL

• FIELD_SIZE_LARGE_SMALL

• FIELD_SIZE_SMALL_MEDIUM

• FIELD_SIZE_LARGE_MEDIUM

• FIELD_SIZE_SMALL_LARGE

• FIELD_SIZE_MEDIUM_LARGE

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_TEXT_LINE_NUMS",
help = "Error Text to validate", mandatory = false,
multiline = true, maxLength = 8192,
type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_TEXT_LINE_NUMS,
size = FormFieldDefinition.FIELD_SIZE_SMALL_LARGE)
private String message;
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20 FIELD_TYPE_LARGE_FILE_UPLOAD

FIELD_TYPE_LARGE_FILE_UPLOADは、サイズの大きなファイルをアップロードするために
使用するフィールドを定義します。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "", help = "Upload a file",
mandatory = true, validate = true, type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_LARGE_FILE_UPLOAD,

annotation = "For module uploads only zip format are supported")
private String uploadFile;

21 FIELD_TYPE_COLORPICKER

FIELD_TYPE_COLORPICKERは、色の選択フィールドを定義します。

属性

このフィールドに固有の属性はありません。

サンプル
@FormField(label = "FIELD_TYPE_COLORPICKER", help = "Color",
mandatory = true, validate = true, type = FormFieldDefinition.FIELD_TYPE_COLORPICKER)
private String color;

共通の属性

ここでは、フィールドアクティビティを制御するためにフォームのフィールドで使用できる共通

の属性の一覧を提供します。たとえば、名前フィールドを必須フィールドにする場合、mandatory
属性の値として trueを渡す必要があります。

1 validate：この属性はブール型です。デフォルトでは、この属性の値は falseに設定されます。
フィールドを検証する場合は、属性の値として trueを渡す必要があります。

2 hidden：この属性はブール型です。デフォルトでは、この属性の値は falseに設定されます。
フォームでフィールドを非表示にする場合は、属性の値として trueを渡す必要があります。

3 mandatory：この属性はブール型です。デフォルトでは、この属性の値は falseに設定されます。
フィールドを必須フィールドにする場合は、属性の値として trueを渡す必要があります。

4 editable：この属性はブール型です。デフォルトでは、この属性の値は falseに設定されます。
この属性が適用されるのは、テキストフィールドのみです。テキストフィールドを編集可能

にする場合は、属性の値として trueを渡す必要があります。

5 group：この属性の型は文字列です。単一のフィールドまたは複数のフィールドをグループと
して定義する場合は、属性の値としてグループ名を指定する必要があります。

6 view：この属性の型は文字列です。ウィザードに複数のフォームがある場合、特定のページ番
号にフィールドが表示されるようにするには、属性の値としてページ番号を指定する必要があ

ります。ウィザードに複数のページがない場合は、この属性を使用する必要はありません。

7 help：この属性の型は文字列です。この属性を使用して、フィールドについて説明するヘルプ
テキストを指定できます。指定したヘルプテキストは、ユーザがそのフィールドにマウスポ

インタを重ねると表示されます。
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